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足

sM

啓

二

【
要
約
回
　
開
港
の
影
響
が
本
格
化
す
る
以
前
に
、
中
国
の
小
経
営
生
産
様
式
は
如
何
な
る
水
準
に
達
し
て
い
た
か
を
分
析
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
清

潔
華
北
の
農
業
経
営
を
分
析
す
る
。
華
北
民
農
書
等
に
見
ら
れ
る
有
力
経
営
は
、
畜
力
牽
引
大
型
化
に
よ
る
深
耕
精
作
化
と
、
養
畜
部
門
と
飼
料
栽
培
部

門
と
を
内
蔵
し
て
肥
料
を
自
給
す
る
地
力
維
持
方
式
の
改
善
を
二
つ
の
技
術
的
特
色
と
す
る
相
対
的
に
大
規
模
な
経
営
と
し
て
現
わ
れ
、
農
村
は
少
数
の

大
規
模
経
営
と
、
そ
の
対
極
に
存
在
し
て
雇
傭
労
働
を
放
出
す
る
多
数
の
小
規
模
所
有
一
経
営
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
同
時
に
上
代
の
い
ま
一
つ

の
特
色
は
、
か
か
る
大
規
模
経
営
が
、
商
業
総
勢
業
の
開
始
に
伴
う
新
し
い
集
約
的
な
技
術
体
系
の
前
に
、
華
北
内
で
は
相
対
的
に
高
い
生
産
力
水
準
を

持
つ
山
東
・
河
南
な
ど
の
二
年
三
作
地
帯
か
ら
、
次
第
に
解
体
を
始
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
問
接
的
経
営
、
或
い
は
地
主
欄
の
粗
野
な
形
で
あ
る
分
種

制
が
、
漸
く
体
制
的
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
四
巻
四
号
　
　
九
八
一
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
開
港
の
影
響
の
本
格
化
に
先
立
ち
、
中
国
に
お
け
る
小
経
営
生
産
様
式
は
、
全
国
的
に
何
如
な
る
水
準
に
達
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
何
如
な

る
社
会
構
造
を
形
成
し
て
い
た
か
を
解
明
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
玉
代
華
北
の
農
業
経
営
像
と
、
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
社
会
構
造
を
分
析

す
る
こ
と
が
、
小
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
従
来
の
明
清
経
済
史
研
究
は
、
周
知
の
如
く
、
地
主
佃
戸
制
に
著
し
い
重
点
を
置
い
て
進
め
ら
れ
た
。
加
え
て
分
析
の
対
象
は
、
長
江
下
流

デ
ル
タ
の
帯
く
一
部
の
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
し
か
も
、
地
主
佃
戸
制
研
究
に
あ
た
っ
て
も
、
分
配
過
程
と
、
そ
の
基
礎
と
考
え
ら
れ
た
人

格
的
従
属
と
対
抗
の
視
点
を
、
生
産
様
式
全
体
か
ら
切
り
離
し
て
分
析
す
る
方
法
が
採
ら
れ
た
。
資
料
の
偏
在
を
考
え
れ
ば
、
か
か
る
動
向
も



故
無
し
と
は
し
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
構
成
さ
れ
た
地
主
佃
戸
関
係
が
、
全
国
的
な
社
会
構
成
と
し
て
拡
大
適
用
さ
れ
、
更
に
、
地
主
佃
戸
の
対

抗
関
係
の
発
展
の
み
を
原
動
力
と
し
て
、
明
清
社
会
の
発
展
が
論
じ
ら
れ
る
時
、
そ
れ
は
単
な
る
偏
重
に
止
ら
な
く
な
る
。
少
な
く
と
も
、
以

下
に
論
じ
る
華
北
地
域
に
お
い
て
は
、
諸
々
の
農
村
調
査
が
示
す
よ
う
に
、
民
国
期
に
至
っ
て
も
、
所
有
と
経
営
は
充
分
に
分
離
し
て
お
ら
ず
、

地
主
制
は
社
会
の
遍
在
的
基
礎
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
小
稿
は
、
華
北
農
業
技
術
に
関
す
る
西
山
武
一
氏
の
研
究
、
経
営
面
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
①

片
岡
芝
子
氏
の
研
究
の
成
果
を
継
承
し
つ
つ
、
幾
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
幾
代
華
北
の
民
農
書
を
主
要
な
素
材
に
、
華
北
社
会
構
造
の
特
質
を
、

そ
の
生
産
力
的
基
礎
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
回
的
と
す
る
。

　
①
　
西
山
武
一
「
近
世
華
北
畢
地
嵐
法
考
一
斉
民
要
論
以
後
に
お
け
ろ
華
北
畑
作
　
　
　
　
　
『
社
会
経
済
史
学
』
二
五
一
二
・
三
合
併
号
、
一
九
五
九
年
。
　
「
華
北
の
土
地
所

　
　
農
業
の
展
開
1
」
　
『
経
済
発
展
と
農
業
問
題
』
　
一
九
五
九
年
（
『
ア
ジ
ア
的
農
　
　
　
　
　
有
と
一
条
鞭
法
」
　
『
清
水
博
士
追
悼
記
念
明
代
史
論
叢
』
一
九
穴
二
年
。

　
　
法
と
農
業
社
会
臨
所
収
）
。
片
剛
芝
子
「
明
末
清
初
の
華
北
に
お
け
る
農
家
経
鴬
」

一
　
蘂
北
民
農
書
の
経
営
像

清代蘇北の農業経営と社会構造（足立）

　
ま
ず
、
糊
代
華
北
民
農
書
の
中
か
ら
、
著
者
自
身
の
経
営
に
即
し
て
著
さ
れ
た
“
経
営
農
書
”
を
選
び
、
そ
れ
を
中
心
に
、
個
別
の
経
営
事

例
を
具
体
的
に
描
い
て
み
よ
う
。

　
1
　
『
農
言
著
巽
』
の
経
営
像

　
『
野
末
著
実
』
は
、
陳
西
省
西
安
府
三
原
の
人
、
楊
秀
元
に
よ
っ
て
、
道
光
年
闇
に
著
さ
れ
た
。
賊
に
よ
る
と
、
揚
秀
元
は
、
半
生
に
わ
た

る
教
師
稼
業
を
四
十
過
ぎ
に
し
て
辞
め
、
侍
養
の
傍
ら
自
ら
農
耕
に
励
み
、
老
農
に
も
優
る
篤
農
ぶ
り
を
発
揮
し
た
人
物
で
あ
る
。
本
書
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
半
半
山
荘
主
人
示
児
輩
扁
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
ま
た
“
う
ち
（
噛
家
）
”
を
基
準
に
話
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
る
よ
う

に
、
著
者
が
自
己
の
営
農
の
経
験
を
子
孫
に
書
き
与
え
た
家
訓
的
農
書
で
あ
る
。
こ
の
農
書
が
前
提
と
し
た
楊
秀
元
の
経
営
の
分
析
か
ら
始
め

よ
う
。
ま
ず
、
作
付
方
式
か
ら
。
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②

　
主
穀
の
中
心
は
麦
と
粟
で
、
麦
の
跡
地
へ
の
粟
の
作
付
け
は
、
基
本
的
な
連
鎖
で
あ
る
。
麦
と
粟
の
う
ち
で
は
、
施
肥
・
収
穫
等
の
注
意
が

麦
に
期
し
て
よ
り
多
く
払
わ
れ
て
お
り
、
重
点
は
麦
作
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
麦
↓
粟
の
連
鎖
が
成
立
七
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ず
、
九
月
の
夏
作
の
収
穫
に
先
立
ち
、
八
月
に
は
既
に
麦
が
播
種
さ
れ
て
お
り
、
逆
の
粟
↓
麦
の
連
鎖
は
成
立
し
て
い
な
い
。
麦
作
の
予
定
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
夏
期
に
は
休
閑
さ
れ
、
前
年
度
の
麦
の
収
穫
後
に
基
肥
が
施
さ
れ
、
七
月
の
う
ち
に
大
藩
な
ど
を
用
い
て
入
念
な
耕
起
・
整
地
が
実
施
さ
れ

⑥る
。
こ
の
こ
と
は
、
麦
の
跡
地
全
体
に
粟
が
作
付
け
さ
れ
な
い
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
菱
に
対
す
る
冬
期
の
追
肥
は
、
次
年
度
に
粟
を
蒔
く
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

地
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
、
ま
た
、
麦
の
収
穫
に
際
し
て
は
、
静
聴
の
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
続
き
に
粟
を
蒔
く
耕
地
か
ら
先
に
刈
り
取
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
　
『
生
蜜
著
実
』
の
作
付
方
式
は
、
麦
を
軸
に
、
麦
と
粟
と
を
組
み
合
わ
せ
た
不
規
則
的
・
変
心
的
多
毛
作
で
あ
る
が
、
主
穀
だ

け
に
注
目
し
、
同
一
圃
場
を
数
年
単
位
で
考
え
る
な
ら
、
平
均
し
て
ほ
ぼ
年
一
作
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ま
ご
や
し

　
し
か
し
、
同
書
の
作
付
方
式
の
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
主
穀
と
な
ら
ん
で
、
苗
落
が
根
当
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
随
処

に
現
わ
れ
る
記
述
を
総
享
套
・
秋
収
足
纏
さ
れ
た
暮
は
・
翠
三
月
目
ら
夏
に
か
け
て
何
度
か
事
象
ら
ゆ
越
冬
に
際
し
て
癒

へ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

辮
の
無
い
黎
で
再
三
鋤
き
、
労
力
を
つ
の
っ
て
中
耕
除
草
し
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
た
後
、
春
作
の
前
に
根
が
掘
り
取
ら
れ
る
。
し
か
も
菌
落
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

掘
り
取
り
が
、
同
時
に
和
作
の
た
め
の
耕
起
作
業
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
首
稽
栽
培
は
、
他
の
作
物
と
組
み
合
わ
さ
れ
、

楊
家
の
所
有
す
る
広
い
農
地
の
中
で
、
所
を
替
え
つ
つ
年
々
新
た
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
う
ち
に
は
畑
が
沢
山
あ
れ
ば
、
年
々
蒔
き
た
て
馬
ご
や
し
。
年
々
花
咲
く
ふ
る
馬
ご
や
し
。

で
あ
る
。
こ
う
し
て
『
農
十
薬
実
』
の
作
付
方
式
は
、
主
歯
面
か
ら
み
る
と
二
年
三
作
よ
り
劣
る
も
の
の
、
麦
一
粟
の
中
に
菌
官
等
を
組
み
込

ん
だ
複
雑
な
多
毛
作
で
あ
る
と
雷
え
る
。

　
さ
て
、
　
『
悪
言
粗
酒
』
の
菖
落
栽
培
へ
の
熱
意
は
、
墨
家
の
経
営
に
お
け
る
家
畜
の
役
割
を
示
す
。
導
爆
で
は
耕
起
用
の
役
畜
と
し
て
、
ま

た
駄
獣
と
し
て
、
牛
と
馬
を
飼
っ
て
い
る
。
第
二
章
で
よ
り
詳
細
に
見
る
よ
う
に
、
善
事
要
術
段
階
に
比
べ
て
も
次
第
に
大
型
化
し
た
畜
力
耕

起
を
実
行
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
少
く
と
も
ニ
ケ
所
以
上
（
平
川
と
至
上
）
に
分
散
し
た
遠
方
の
耕
地
か
ら
収
穫
物
を
運
搬
す
る
た
め
に
も
、
牛
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馬
は
不
可
欠
な
役
畜
で
あ
っ
た
。
し
か
し
牛
馬
は
、
役
畜
で
あ
る
以
上
に
肥
料
の
生
産
装
置
で
あ
っ
た
。
楊
秀
元
は
、
や
や
焦
っ
た
口
調
で
次

の
よ
う
に
言
う
。

　
　
農
家
第
一
の
仕
事
は
、
ま
ず
も
っ
て
肥
料
を
沢
山
作
る
こ
と
だ
。
　
「
沢
山
家
畜
を
買
え
ば
、
肥
料
が
足
ら
ぬ
心
配
は
無
い
。
」
と
言
う
者
が
あ
る
。
こ
れ

　
　
は
間
違
い
だ
。
家
畜
を
飼
っ
て
も
舎
飼
い
を
し
な
け
れ
ば
、
家
畜
が
い
な
い
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
た
と
え
野
飼
い
を
し
て
も
丁
寧
に
や
ら
ね
ば
、
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
畜
が
い
て
も
数
が
少
な
い
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

こ
の
た
め
、
楊
家
は
使
用
人
の
住
み
込
め
る
大
き
な
馬
房
と
と
も
に
、
飼
料
用
サ
イ
ロ
と
し
て
の
「
草
坊
子
」
、
敷
き
土
貯
蔵
所
と
し
て
の
「
土

年
子
」
を
持
つ
。
春
か
ら
夏
に
刈
り
取
ら
れ
た
菖
借
は
、
そ
の
ま
ま
牛
馬
の
飼
料
と
な
る
と
同
時
に
、
乾
燥
の
う
え
革
坊
子
に
貯
え
ら
れ
、
ま

た
作
業
の
ひ
ま
な
月
を
み
て
、
麦
藁
が
押
し
切
り
で
細
か
く
し
て
草
坊
子
に
収
蔵
さ
れ
る
。
粟
の
茎
葉
・
煮
豆
の
蔓
・
麦
の
獄
な
ど
も
、
余
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

所
な
く
飼
料
と
な
る
。
　
一
方
、
九
月
～
三
月
ま
で
の
農
閑
期
を
通
じ
て
、
土
浦
子
に
粉
砕
・
収
納
さ
れ
た
土
は
、
毎
日
朝
晩
二
度
、
畜
舎
に
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

き
つ
め
ら
れ
、
浦
臼
に
一
度
、
主
人
の
監
督
の
下
に
畜
舎
か
ら
搬
出
さ
れ
、
肥
料
と
な
る
。
全
国
的
に
見
れ
ば
も
は
や
後
進
地
域
に
な
っ
て
い

た
三
原
の
地
に
も
、
施
肥
を
農
家
の
首
務
と
す
る
集
約
的
農
法
の
基
底
は
貫
徹
さ
れ
て
い
た
。
同
時
に
施
肥
重
視
の
基
底
が
、
こ
こ
で
は
家
畜

飼
育
部
門
と
、
そ
の
た
め
の
飼
料
作
物
栽
培
部
門
を
自
己
の
経
営
内
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
労
働
力
の
中
心
は
火
計
（
伏
計
）
で
あ
る
。
揚
家
の
場
合
、
愚
計
は
従
属
的
な
労
働
力
で
は
な
く
、
毎
年
毎
年
雇
傭
さ
れ
る
年
傭
い
の
農
業
労

　
　
　
　
⑰

働
者
で
あ
る
。
彼
等
は
、
農
繁
期
の
み
な
ら
ず
、
秋
収
後
か
ら
春
作
前
ま
で
の
農
閑
期
に
も
通
年
的
に
傭
わ
れ
、
楊
家
の
労
働
力
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
伏
計
と
同
様
に
、
時
期
に
よ
っ
て
は
そ
れ
に
勝
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
同
書
で
日
子
、
若
く
は
芒
工
と
呼
ば
れ
る
短

期
傭
い
の
労
働
巻
で
あ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
虚
足
の
作
付
方
式
は
、
主
穀
に
つ
い
て
み
る
と
麦
↓
粟
を
基
軸
と
す
る
。
こ
の
作
付
方
式
の

労
働
配
分
上
の
特
色
は
、
四
月
か
ら
五
月
の
間
に
、
極
度
に
農
作
業
が
集
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
古
来
“
収
麦
如
救
火
”
と
言
わ

れ
た
麦
の
収
穫
の
後
、
直
に
粟
の
播
種
が
必
要
と
さ
れ
、
手
労
働
も
用
い
た
粟
の
中
耕
が
こ
れ
に
続
く
。
治
安
の
悪
さ
か
ら
頻
発
す
る
、
収
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

直
前
の
麦
の
窃
盗
を
防
ぐ
た
め
、
農
場
の
昼
夜
に
わ
た
る
見
廻
り
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
労
働
の
輻
湊
を
一
層
増
幅
し
た
。
ま
こ
と
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⑲

に
楊
秀
元
も
言
う
如
く
、
収
穫
の
十
日
闘
を
乗
り
切
れ
ば
一
年
の
辛
苦
は
終
り
、
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
逆
に
九
月
秋
収
以
後
、
春
三
月
ま
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

農
作
業
は
全
く
ひ
ま
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
労
働
の
輻
湊
は
、
緻
速
さ
を
要
求
さ
れ
る
華
北
旱
地
面
法
の
中
に
お
い
て
も
、
後
述
の

二
年
三
作
方
式
な
ど
と
比
べ
て
、
と
り
わ
け
こ
の
作
付
方
式
に
現
わ
れ
る
顕
著
な
傾
向
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
閾
労
働
力
配
分
の
極
端
な
不
均
衡

は
、
通
年
的
農
作
業
に
は
長
葱
を
用
い
つ
つ
、
農
繁
期
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
周
囲
の
小
規
模
経
営
か
ら
、
大
量
に
画
工
・
日
子
を
集
め
る
こ

と
を
有
利
に
す
る
。
ま
た
芒
工
・
日
子
を
大
量
に
傭
え
る
経
営
を
、
生
産
力
的
に
他
に
比
べ
て
有
利
に
す
る
。
短
工
は
、
収
穫
期
に
お
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
耕
除
草
に
お
い
て
も
、
小
泊
を
惜
し
ま
ず
投
入
さ
れ
た
。
楊
家
は
長
工
を
基
幹
と
し
つ
つ
、
大
量
に
春
嵐
を
用
い
た
経
営
を
行
っ
て
い
た
。

　
で
は
主
人
の
揚
秀
元
の
役
割
は
い
か
な
る
も
の
か
。
彼
は
老
農
に
も
優
る
農
業
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
物
で
、
こ
れ
は
『
農
雷
著
実
』
の
も

つ
具
体
性
に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
主
要
な
役
割
は
管
理
労
働
に
あ
る
。
彼
が
親
自
に
行
う
べ
し
と
教
訓
す
る
の
は
、
収
穫
時
の
監
視
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

姦
計
の
督
促
、
堆
糞
時
の
監
督
な
ど
の
業
務
で
あ
り
、
直
接
的
な
農
作
業
は
全
て
、
　
“
著
火
計
”
　
“
教
火
計
”
　
“
叫
人
”
と
い
う
形
で
遂
行
さ

れ
る
。
加
え
て
、
春
作
に
先
立
ち
、
そ
の
年
に
は
い
か
な
る
農
具
を
買
い
揃
え
る
べ
き
か
の
相
談
に
与
る
伏
計
が
お
り
、
直
接
的
な
農
作
業
を

ま
か
さ
れ
る
よ
う
な
、
他
の
史
料
で
大
霜
計
な
ど
と
呼
ば
れ
る
幾
分
管
理
的
な
業
務
に
携
わ
る
長
工
の
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
主
入
は
直
接
農
作
業
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
雇
傭
労
働
者
数
の
決
定
を
始
め
と
す
る
重
要
事
項
か
ら
、
伏
計
の
食
事
・
牛

馬
の
飼
料
の
申
身
に
ま
で
目
を
光
ら
せ
る
、
自
ら
労
働
す
る
経
営
者
で
あ
っ
た
。

　
『
農
雷
著
実
』
の
文
中
に
、
揚
家
の
経
営
規
模
を
直
接
に
語
る
部
分
は
な
い
。
し
か
し
、
雇
傭
労
働
の
多
用
や
牛
馬
の
多
頭
飼
育
か
ら
み
て

も
、
　
“
う
ち
に
は
畑
が
多
い
”
と
自
認
す
る
と
お
り
、
か
な
り
の
大
規
模
経
営
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
次
の
二
点
は
、
経
営
の
旧
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
を
最
も
直
載
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
一
つ
は
、
麦
の
脱
穀
調
整
に
際
し
て
、
大
規
模
な
「
分
業
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
　
一
つ
は
、
平

川
の
麦
を
収
穫
す
る
日
に
は
、
上
上
の
車
馬
や
火
計
を
平
川
に
総
動
員
し
て
刈
り
入
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
原
上
に
は
家
畜
の
管

理
要
員
と
し
て
一
名
、
原
曲
の
麦
畑
を
巡
瀕
し
て
盗
難
を
防
止
す
る
要
員
と
し
て
二
名
の
雇
傭
労
働
者
が
残
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と

で
あ
る
。
楊
家
の
所
有
す
る
家
畜
数
・
雇
傭
労
働
者
数
・
経
営
面
積
は
、
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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清代華北の農業経営と裁会構造（足立）

　
経
営
の
商
業
的
性
格
何
如
に
つ
い
て
一
角
し
て
お
こ
う
。
楊
氏
も
貨
幣
経
済
か
ら
自
由
で
は
な
い
。
短
工
へ
の
労
賃
は
貨
幣
で
支
払
わ
れ
て

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

お
り
、
農
器
具
が
購
入
さ
れ
、
家
畜
の
飼
料
も
部
分
的
に
は
購
入
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
付
方
式
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
生
産

物
の
中
で
販
売
さ
れ
る
の
は
、
麦
を
中
心
と
す
る
穀
物
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
と
て
も
、
ど
れ
だ
け
売
り
に
出
さ
れ
た
か
は
疑
問
で
あ

ゆ
本
格
的
な
販
売
の
た
め
の
生
産
と
は
　
一
。
い
難
い
・
楊
秀
元
は
・
牛
馬
の
鵜
か
涙
計
の
灯
明
の
漁
ま
で
惜
し
み
に
惜
し
み
・
省
平
鋼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

力
・
省
工
夫
を
連
発
す
る
ケ
チ
精
神
に
富
ん
だ
経
営
着
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
『
沈
黒
農
書
』
の
沈
氏
に
酷
似
す
る
。
し
か
し
そ
の
商
業
性

は
低
く
、
そ
の
生
活
水
準
・
食
料
事
情
は
、
江
南
の
そ
れ
に
比
し
て
、
は
な
は
だ
貧
し
い
。

　
2
　
『
西
石
梁
農
圃
便
覧
』
の
経
営
像

　
『
西
石
梁
農
圃
便
覧
』
は
、
山
東
省
青
州
府
日
照
県
西
石
梁
村
の
人
、
丁
宜
曾
に
よ
っ
て
、
乾
隆
二
〇
年
に
著
さ
れ
た
。
宜
曾
は
、
福
建
按

察
使
・
江
西
布
津
使
等
を
歴
任
し
た
丁
土
一
の
子
と
し
て
生
れ
た
が
、
自
ら
は
幾
度
か
科
挙
に
失
敗
し
た
後
、
富
盛
へ
の
道
を
あ
き
ら
め
、
三

〇
歳
ご
ろ
か
ら
農
業
に
打
ち
込
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
『
農
雷
著
実
』
の
著
者
と
似
通
っ
た
社
会
層
に
属
す
る
と
雷
っ
て
も
よ
い
。

同
書
は
著
者
二
〇
年
来
の
蓄
積
を
も
と
に
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
だ
け
、
西
石
梁
村
に
具
体
的
に
適
し
た
こ
と
だ
け
を
記
し
た
、
極
め
て
在

地
性
の
強
い
農
書
で
あ
り
、
農
耕
技
術
だ
け
で
な
く
経
営
方
法
が
随
所
に
示
さ
れ
、
　
『
農
讐
論
者
実
』
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
　
一
つ
の
経
営
農

書
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
き
び
　
き
び

　
『
西
石
梁
農
圃
便
覧
』
を
特
徴
づ
け
る
第
一
の
点
は
、
そ
の
整
っ
た
二
年
三
作
方
式
で
あ
る
。
第
一
年
目
の
三
月
差
播
種
さ
れ
た
黍
・
穫
・

あ
わ
　
に
く
び
え
こ
う
り
や
ん
　
お
か
ぼ
　
　
　
　
　
⑰

穀
・
穆
・
蜀
繍
・
陸
稲
な
ど
は
、
六
月
大
暑
の
早
黍
穫
か
ら
始
り
、
黍
・
穀
・
穆
・
蜀
杭
の
順
に
八
月
の
陸
稲
に
遮
る
ま
で
二
次
収
穫
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

早
収
の
作
物
の
後
に
は
緑
豆
な
ど
を
緑
肥
と
し
て
は
さ
み
つ
つ
、
そ
の
跡
地
は
麦
作
に
当
て
ら
れ
る
。
八
月
秋
分
に
播
種
さ
れ
た
麦
は
、
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
貝
の
五
月
芒
種
に
至
っ
て
刈
り
取
ら
れ
、
そ
の
跡
地
に
は
雨
を
待
っ
て
大
豆
が
播
種
さ
れ
る
。
こ
の
大
豆
は
九
月
寒
露
に
及
ん
で
よ
う
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

収
穫
さ
れ
、
も
は
や
冬
作
物
の
作
付
け
期
を
過
ぎ
た
圃
場
は
、
来
春
の
製
作
に
備
え
、
大
豆
の
葉
を
黎
き
込
ん
で
整
地
さ
れ
る
。
　
『
西
石
梁
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

圃
便
覧
』
は
、
黍
栗
等
↓
冬
菱
↓
大
豆
↓
休
閑
と
い
う
、
典
型
的
な
二
年
三
毛
作
の
体
系
を
、
み
ご
と
に
示
し
て
い
る
。
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こ
の
二
年
三
作
は
、
単
に
同
一
の
圃
場
か
ら
、
よ
り
頻
繁
に
作
物
が
収
穫
さ
れ
る
こ
と
を
意
害
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
幾
つ
か
の
特
長
を
持

つ
。
ま
ず
第
一
は
、
旱
地
農
法
地
域
に
お
け
る
最
も
商
品
価
値
の
高
い
主
穀
で
あ
る
変
に
加
え
て
、
長
江
下
流
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
伴
っ
て
、
当
時
山
東
地
方
に
お
い
て
も
頓
に
需
要
の
高
ま
っ
て
い
た
油
・
肥
料
原
料
と
し
て
の
大
豆
を
そ
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

商
業
性
の
高
さ
で
あ
る
。
大
豆
へ
の
入
念
な
中
耕
除
草
も
、
こ
の
こ
と
と
関
る
。
第
二
は
、
大
豆
と
い
う
地
力
維
持
作
物
に
加
え
、
黍
穫
類
の

魍
対
的
な
生
育
日
数
の
短
か
さ
を
利
用
し
た
緑
肥
が
、
二
年
三
年
方
式
の
内
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
地
力
維
持
の
自
己
完
結
度
が
増
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
第
三
の
特
長
は
、
こ
の
作
付
方
式
が
、
華
北
の
他
の
作
付
方
式
に
比
べ
て
農
作
業
の
輻
湊
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一

年
目
と
二
年
目
の
圃
場
が
相
半
ば
し
て
組
み
合
わ
さ
れ
る
な
ら
、
三
月
の
粟
党
類
の
播
種
か
ら
始
り
、
五
月
に
大
豆
の
播
種
、
八
月
に
宿
麦
の

播
種
が
配
さ
れ
、
そ
の
前
後
に
各
作
物
の
収
穫
と
中
耕
除
草
と
が
み
ご
と
に
間
配
ら
れ
、
春
か
ら
秋
の
終
り
ま
で
破
断
の
な
い
作
業
配
分
と
な

る
。
夏
作
の
穀
物
の
収
穫
期
が
、
作
物
に
よ
っ
て
六
月
大
暑
か
ら
八
月
秋
分
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
効
果
を
高
め
る
。
『
農
雷
質
実
』

に
み
ら
れ
た
四
～
五
月
期
の
農
作
業
の
極
度
な
輻
湊
と
は
好
対
照
を
な
す
。

　
同
書
を
特
徴
づ
け
る
い
ま
一
つ
の
点
は
、
そ
の
経
営
形
態
で
あ
る
。
画
家
の
経
営
で
は
、
耕
種
・
中
耕
除
草
・
肥
料
作
り
・
家
畜
管
理
な
ど

の
基
本
的
農
作
業
は
、
全
て
「
黎
戸
」
と
呼
ば
れ
る
農
民
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
御
津
の
労
働
で
補
助
さ
れ
る
。
こ
の
黎
戸
の
性

格
は
大
変
複
雑
で
あ
る
。

　
　
畑
の
中
打
ち
は
何
よ
り
大
切
で
あ
る
。
…
…
こ
の
時
に
は
毎
晩
摯
戸
に
み
な
申
し
つ
け
、
明
日
は
ど
の
土
地
を
中
打
ち
す
る
は
ず
か
を
談
義
の
う
え
、
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

　
　
地
台
帳
に
書
き
あ
げ
、
明
く
る
日
に
は
、
隅
々
ま
で
調
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
あ
る
よ
う
に
、
彼
等
は
一
定
の
土
地
に
責
任
を
持
ち
つ
つ
も
、
主
人
の
統
括
の
下
に
農
耕
を
行
っ
て
い
る
。
黎
戸
は
一
面
で
は
、
自
分
の
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

嘉
す
る
牛
の
飼
料
を
日
常
的
に
は
自
ら
支
弁
す
る
主
体
で
あ
る
。
ま
た
、
笹
戸
が
豆
の
中
耕
除
草
を
行
う
際
に
、
短
工
の
労
賃
一
〇
〇
〇
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

つ
き
、
三
〇
〇
文
は
主
人
持
ち
に
す
る
の
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
は
、
労
賃
黎
戸
持
ち
の
雇
傭
労
働
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
逆
に
示
し
て
い

る
。
か
く
し
て
一
面
で
は
黎
戸
は
営
農
に
必
要
な
何
程
か
の
土
地
と
牛
と
農
具
を
ま
か
さ
れ
、
独
立
し
た
労
働
過
程
を
持
つ
、
何
が
し
か
の
独
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費
し
た
経
営
主
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
牛
具
・
家
屋
だ
け
で
は
な
く
、
種
料
か
ら
正
月
以
降
の
飼
料
不
足
期
の
飼
料
さ
え
も
主
人
の
負
担
で
あ

⑲り
、
農
繁
期
に
は
黎
戸
に
対
す
る
糧
食
の
給
与
や
、
黎
戸
の
担
当
す
る
圃
場
へ
の
主
人
の
裁
量
に
よ
る
短
工
の
補
給
さ
え
な
さ
れ
、
そ
れ
が
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

充
分
で
あ
る
と
走
査
は
他
人
の
雇
工
と
し
て
傭
わ
れ
て
し
ま
う
程
の
、
あ
る
面
で
は
自
由
な
、
あ
る
面
で
は
経
営
主
体
と
し
て
の
性
格
に
乏
し

い
存
在
で
あ
っ
た
。
さ
き
の
中
耕
除
草
と
と
も
に
、
滲
の
収
穫
時
に
お
い
て
も
、
盗
難
防
止
の
た
め
、
一
筆
の
地
ご
と
に
二
戸
に
収
量
を
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

さ
せ
て
、
い
ち
い
ち
検
査
す
る
な
ど
、
主
人
の
生
産
過
程
に
対
す
る
関
与
は
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
分
配
過
程
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
独
立
性
の
弱
い
請
負
農
と
し
て
の
黎
戸
の
性
格
か
ら
し
て
、
丁
茂
の
取
り
分
の
椙
当
高
い
収
穫
物
の
分
割
が
な
さ
れ
た
も
の
と
、

考
え
ら
れ
る
。

　
丁
家
の
経
営
規
模
も
明
確
に
は
し
難
い
。
し
か
し
、
中
耕
除
草
に
際
し
、
土
地
台
帳
を
用
い
て
、
各
誌
戸
の
次
の
日
の
予
定
を
登
録
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
こ
と
、
ま
た
“
こ
の
時
ま
で
に
、
ま
だ
一
度
も
豆
の
中
打
ち
を
し
て
い
な
い
黎
戸
が
い
た
ら
”
と
い
う
話
か
ら
し
て
も
、
何
人
か
の
黎
戸
を

か
か
え
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
従
属
的
な
経
営
で
も
、
個
別
経
営
単
位
の
大
な
る
者
は
二
～
三
頃
、
小
な
る
者
も
一
頃
と
い
う
当
時
の
史

　
　
　
　
⑧

料
に
照
せ
ば
、
丁
家
の
経
営
面
積
全
体
は
絹
当
大
き
な
も
の
1
少
な
く
と
も
数
百
畝
に
の
ぼ
る
一
と
考
え
ら
れ
る
。

　
3
　
太
和
堂
峯
家
の
経
営

　
続
い
て
山
東
省
済
南
の
章
丘
県
東
馨
全
村
に
居
を
構
え
る
太
和
堂
李
家
の
光
緒
期
に
お
け
る
経
営
ぶ
り
を
み
よ
う
。
こ
れ
は
農
書
で
は
な
く
、

虚
名
・
羅
岩
両
残
の
『
山
東
経
営
地
主
底
社
会
性
質
』
（
一
九
五
九
、
山
東
人
民
出
版
社
）
に
、
経
営
地
主
の
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
同
書
に
は
六
〇
年
前
の
事
態
の
聞
き
取
り
調
査
と
い
う
資
料
蒐
集
上
の
限
界
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
太
和
堂
李
家
は
、
文
契
存
根
・
雇
心

墨
賑
・
劇
毒
老
賑
・
外
借
老
賑
・
碑
文
な
ど
の
資
料
に
基
き
、
最
も
詳
細
に
経
営
が
再
現
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
必
要
な
側
画
を

紹
介
し
よ
う
。
李
家
は
乾
隆
中
期
か
ら
光
練
達
に
か
け
て
三
代
に
亘
る
零
買
に
よ
っ
て
土
地
を
集
積
し
、
光
緒
後
期
に
は
村
内
四
七
二
畝
、
村

外
四
幅
畝
の
土
地
を
集
積
し
、
そ
の
う
ち
村
内
の
土
地
を
直
営
し
た
。
労
働
力
と
し
て
は
管
理
労
働
を
行
う
大
伏
谷
一
名
、
農
耕
の
中
核
と
な

る
二
伏
計
六
名
等
一
三
名
の
長
田
の
外
、
痴
愚
二
〇
～
四
〇
名
、
演
説
数
名
が
、
い
ず
れ
も
人
格
的
に
は
自
由
な
労
働
力
と
し
て
、
常
用
さ
れ
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た
。
役
畜
と
し
て
は
九
頭
の
牛
の
外
、
験
馬
と
螺
馬
が
各
四
頭
利
用
さ
れ
、
一
般
農
民
に
優
る
半
尺
の
深
耕
が
さ
れ
た
外
、
一
四
棚
の
豚
小
屋

を
持
ち
、
四
〇
頭
の
豚
・
一
〇
〇
余
茶
の
羊
を
飼
い
、
こ
れ
ら
家
畜
か
ら
毎
年
五
〇
〇
〇
同
車
の
肥
料
を
確
保
し
た
。
作
付
方
式
は
高
梁
・
粟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

↓
麦
↓
蜀
黍
・
豆
↓
休
閑
の
二
年
三
作
が
中
心
の
よ
う
で
あ
る
。
肥
料
と
労
働
力
に
優
る
太
和
堂
は
、
雑
芸
に
比
べ
て
価
格
の
高
い
麦
を
、
一

般
の
農
民
よ
り
も
多
く
作
付
け
し
得
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
李
家
は
五
〇
人
近
い
大
家
族
で
あ
っ
た
こ
と
、
村
内
を
主
対
象
と
す
る
雑
貨
中
心

の
商
業
と
併
せ
、
金
貸
し
を
も
営
み
、
掲
納
に
よ
っ
て
爵
衛
を
得
て
い
る
こ
と
な
ど
が
特
色
で
あ
る
。
旧
家
な
ど
に
比
べ
れ
ば
や
や
低
い
が
、

李
家
も
楊
家
や
丁
家
と
相
似
た
社
会
層
に
属
し
、
作
付
方
式
の
面
で
は
岡
じ
山
東
の
『
西
石
梁
農
圃
便
覧
』
に
、
そ
の
他
の
経
営
形
態
の
面
で

は
『
農
言
著
実
』
に
類
似
し
た
大
規
模
経
営
で
あ
る
。
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以
上
、
清
代
中
期
～
後
期
の
華
北
に
お
け
る
三
つ
の
経
営
事
例
を
分
析
・
紹
介
し
て
き
た
。
三
者
の
問
に
は
作
付
方
式
の
面
で
も
、
経
営
の

直
接
性
の
度
合
に
お
い
て
も
参
差
が
あ
る
。
そ
れ
は
後
に
み
る
よ
う
に
、
そ
れ
な
り
の
地
域
的
・
歴
史
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
同
時

に
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
相
当
広
い
土
地
を
所
有
し
、
そ
れ
を
所
謂
地
主
的
に
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
に
直
接
的
に
経
営
し
て
い
る
こ
と
に
、

農
耕
技
術
面
を
除
い
て
も
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
営
が
有
力
経
営
と
し
て
存
在
し
、
民
農
書
の
主
体
と
な
り
得
た
根

拠
は
何
か
。
そ
れ
を
次
章
で
は
、
ま
ず
唐
宋
変
革
以
後
の
華
北
農
業
の
技
術
発
展
の
特
質
か
ら
規
定
し
よ
う
。

③
　
注
⑫
・
⑳
な
ど
参
照
。

②
　
収
麦
後
。
先
柁
地
。
滋
雨
就
要
種
穀
。

　
麦
後
薬
地
種
穀
。
慮
渾
一
定
之
理
。

⑧
九
月
秋
収
以
後
。
本
無
活
倣
。
郡
牲
口
亦
間
了
。

④
八
月
種
麦
時
。
或
地
畔
墳
螢
。
以
及
過
現
。
有
長
成
底
白
蕎
。

⑤
　
麦
後
上
底
糞
。
糞
亦
不
要
太
大
。

　
　
こ
の
作
業
は
、
酒
量
・
鋤
穀
の
後
に
記
さ
れ
て
お
り
、
麦
の
跡
地
に
栽
培
す
る

　
藥
へ
の
基
肥
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
。

⑥
七
月
当
種
麦
前
後
。
講
地
最
要
緊
。
両
次
地
巳
高
飛
大
黎
過
。
該
収
隷
時
　
。

⑦
地
将
凍
。
再
無
別
事
。
就
蓑
下
拉
糞
。
明
年
在
某
地
総
総
。
今
冬
嘉
応
某
地
上

　
糞
。
先
将
打
過
之
嚢
。
再
翻
一
遍
。
糞
細
事
無
大
塊
。
白
癬
不
圧
麦
。
兼
之
能
多

　
上
地
。

⑧
原
上
収
黎
熱
時
。
実
在
長
的
不
好
。
定
行
要
粁
子
鋭
底
時
節
。
先
週
炎
後
種
穀

　
之
地
影
了
。
然
後
再
影
其
余
。

⑨
（
三
月
）
里
離
花
開
円
。
叫
喚
割
接
騰
。
先
将
冬
月
乾
菖
稽
積
下
。
好
饅
牲

　
口
。
但
割
底
麗
苞
権
。
総
要
彫
心
。
午
右
以
前
底
菖
猿
。
経
日
一
斑
。
就
可
以
掴
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了
。
午
右
以
後
底
菖
蒲
。
水
気
未
乾
。
蜜
語
第
二
日
収
拾
。

　
　
与
下
口
喫
悪
摺
。
麦
前
不
論
長
短
。
都
可
以
賢
愚
。
惟
至
麦
後
。
首
稽
不
寛

　
畏
。
長
則
牛
馬
唄
不
日
喫
。
零
下
殊
覚
可
惜
。

⑩
　
菖
宿
地
経
冬
。
先
用
蛇
黎
子
。
在
地
上
下
。
乱
詑
幾
十
回
。
省
労
人
冬
月
在
地

　
内
掃
柴
火
。
掃
柴
火
不
大
要
緊
。
第
二
年
雲
離
。
定
不
黙
秘
。
至
於
鋤
。
須
到
来

　
年
春
暖
花
鮒
。
再
叫
人
鋤
。

⑪
　
樒
菖
蕾
根
要
細
心
。
叫
火
計
錐
鑓
子
控
。
有
菖
稽
処
。
不
確
言
也
。
目
無
茸
稽

　
処
。
亦
要
心
拷
。
有
土
墾
。
務
必
打
砕
擾
平
。
総
着
用
蘇
蘇
過
底
一
般
方
妥
。
所

　
以
然
者
何
也
。
得
雨
後
。
就
要
種
秋
田
禾
。
不
二
相
。
臼
麗
風
吹
。
地
業
収
塙
。

　
兼
之
没
重
土
処
。
定
行
不
長
田
禾
。
牢
記
。
牢
記
。

⑫
　
　
（
正
月
）
此
月
節
気
若
早
。
蕾
盤
根
可
以
鰻
牛
。
見
天
臼
著
火
計
控
菖
櫃
。
哨

　
家
地
多
。
年
年
有
種
蒔
斬
菖
猪
。
年
年
就
有
朋
的
陳
菅
蒲
。

⑬
　
農
家
首
務
。
先
要
糞
多
。
或
日
。
多
買
三
口
。
目
糞
亦
町
奴
二
丁
夷
。
余
日
。

　
昂
然
。
有
年
回
漕
不
二
圏
。
与
無
牲
口
三
三
異
。
即
襯
莫
簡
不
請
心
。
与
有
牲
ロ

　
爺
少
者
何
異
。

⑭
注
⑫
参
照
。

⑮
　
二
三
月
内
。
実
在
無
活
可
倣
。
或
拉
土
。
胃
薬
草
。
就
者
両
様
当
芸
。
但
此
二

　
寮
。
除
過
麦
秋
二
科
。
若
無
活
可
倣
。
就
著
致
事
。
如
草
房
子
寛
大
。
可
以
積
毎

　
年
底
麦
階
。
向
妨
遇
著
間
鼠
子
。
就
画
人
将
草
鋤
底
瀬
峰
。
虚
者
蚕
簿
底
門
屋
。

　
但
有
工
失
。
就
要
詩
草
。
不
然
。
天
機
不
測
風
雨
。
下
上
幾
天
。
牲
口
叩
草
喫
。

　
像
看
作
難
不
作
難
。
盃
埋
土
。
天
日
繭
内
需
定
要
底
。
有
乾
土
可
襯
。
不
必
署

　
夷
。
紙
土
努
子
予
土
。
亦
不
必
堂
奥
。
如
若
無
業
。
又
細
土
房
子
放
土
。
即
或
有

　
放
土
地
方
。
卿
不
甚
多
。
万
一
下
上
載
天
雨
。
圏
内
盛
土
雨
雪
。
像
看
作
為
不
作

　
難
。
所
以
此
山
事
。
我
子
二
月
三
月
内
言
。
倶
無
活
可
敏
。
就
著
倣
此
事
也
。
嗣

　
後
無
活
底
天
気
。
九
十
冬
臓
悉
照
此
。

　
　
将
豆
養
子
稿
好
。
候
正
場
清
白
積
二
面
。
将
豆
蔓
子
壁
織
中
間
。
隠
便
都
將
徴

　
底
饒
牲
口
。

　
　
辟
如
先
上
槽
酸
軽
口
。
寧
多
添
草
。
少
搾
取
子
。

⑩
　
…
…
又
必
須
干
毎
臼
早
晩
両
次
。
著
工
人
襯
圏
。
糞
要
縁
懸
。
土
要
打
砕
。
又

　
要
襯
平
。
或
早
刻
用
土
多
少
。
晩
間
亦
上
之
。
照
日
査
算
。
遇
十
艮
一
期
。
令
工

　
人
出
圏
。
周
回
復
始
。
射
込
親
身
臨
之
。
則
日
積
丹
累
。
自
然
較
労
人
目
突
。

⑰
毎
年
重
三
火
計
。
早
晩
飯
先
離
不
得
菜
喫
。
門
口
去
些
余
地
。
種
羅
醸
白
藥
。

　
或
誌
或
曜
。
七
月
喫
起
。
可
以
建
至
来
年
麦
口
。

⑯
　
注
⑮
参
照
。

⑲
　
侮
椚
在
家
。
成
年
享
福
。
藁
薦
収
割
才
忙
十
露
天
。
二
者
幾
臼
。
用
意
用
心
。

　
著
実
看
守
。
就
算
像
椚
一
年
底
辛
苦
了
。

⑳
正
月
無
事
。
著
火
計
儘
行
到
麦
地
。
拾
瓦
片
馬
頭
。
…
…
二
三
月
内
実
在
無
活

　
可
倣
。
…
…
九
月
秋
収
以
後
。
田
無
活
倣
。
即
墨
斑
亦
葛
練
。
…
…
冬
天
無
事
。

　
或
著
火
計
一
人
打
直
墾
。
…
…
置
月
火
計
無
事
。
亦
照
六
月
。
定
行
将
樹
木
。
一

　
斉
澆
上
一
次
。
第
二
臼
段
平
。
…
…

⑳
　
穀
要
醸
成
。
麦
要
種
成
。
…
…
入
紐
漁
者
愈
好
。
勿
以
日
子
価
大
。
吝
惜
小
費

　
而
不
為
也
。

⑫
　
注
⑯
⑲
参
照
。

⑳
　
三
月
麦
雨
眼
前
買
農
器
。
先
前
要
訣
火
計
。
商
量
該
栗
拾
没
。

㊧
　
麦
堆
面
起
。
得
風
就
揚
。
勿
遺
。
人
跡
更
好
。
揚
底
揚
。
其
癖
装
。
結
底
拮
。

　
担
底
担
。
不
大
隠
刻
。
可
以
清
白
。

⑳
　
信
疑
時
節
。
先
駁
平
川
。
次
収
塁
上
。
哨
家
中
論
理
之
日
。
原
題
車
馬
並
火

　
計
。
都
要
下
原
才
識
。
但
原
上
風
気
。
不
昆
従
前
。
総
要
弄
火
論
難
魚
価
三
人
。

　
一
箇
饅
牲
口
。
両
箇
二
季
地
内
。
前
後
友
右
底
巡
還
。
不
可
頃
刻
忽
。
…
…
不
但

　
白
昼
如
此
。
就
是
晩
上
。
緊
要
著
火
計
並
芒
工
。
一
斉
出
外
二
選
。

⑳
　
原
上
多
得
用
瞳
子
。
不
肯
割
。
不
過
為
省
二
王
耳
。
殊
不
和
前
幅
難
好
。
難
免

　
不
傷
麦
。
況
多
不
好
乎
。

　
　
…
…
面
出
穀
之
後
。
麦
笛
斉
出
。
不
満
収
割
算
時
。
頭
嚢
了
嬰
。
兼
之
鋤
穀
之

　
時
。
多
費
了
銭
。
難
悔
何
及
。
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以
上
二
例
の
外
、
注
⑳
参
照
。

⑰
　
注
＠
参
照
。

⑳
　
近
来
牲
口
草
漸
漸
貴
了
。
叫
人
割
麦
。
事
訳
多
難
些
糧
食
。
也
可
以
多
積
些

　
草
。

⑲
　
糧
食
還
要
過
日
子
。
還
臓
帳
。
納
銭
糧
。
人
情
門
戸
。
一
切
応
酬
。
都
要
論
糧

　
食
哩
。

　
　
但
し
．
こ
れ
ら
の
経
済
活
動
も
必
ず
し
も
糧
食
を
一
旦
貨
幣
化
し
た
上
で
な
さ

　
れ
た
か
ど
う
か
さ
え
、
明
ら
か
で
な
い
。

⑳
　
上
冬
来
早
蒔
喫
芋
粥
。
稀
男
不
用
餅
。
有
大
麦
妙
熟
鎧
着
。
国
選
一
喫
。
午
刻

　
倣
些
嚢
食
。
有
余
底
麦
。
還
能
羅
了
使
銭
。

⑳
　
冬
月
天
気
饅
牛
。
．
和
和
草
最
好
。
兼
之
省
料
。

⑳
　
馬
房
内
火
計
椚
。
晩
上
点
燈
。
認
許
一
藍
。
経
営
燕
口
。
熱
暑
口
韻
語
。
即
刻

　
吹
燈
睡
覚
。
免
得
費
油
。
馬
房
内
不
許
招
留
外
来
不
明
之
人
。
並
不
許
招
留
伊
等

　
親
戚
朋
友
。

⑭
　
拙
稿
…
「
明
末
羅
初
の
一
農
業
経
営
」
　
『
史
林
』
六
一
一
一
参
照
。

⑭
　
注
⑰
⑳
の
食
料
事
情
を
、
農
繁
期
に
は
長
工
に
対
し
て
連
日
、
肉
や
魚
と
一
杓

　
の
酒
が
出
さ
れ
、
普
段
か
ら
毎
日
半
杓
の
酒
と
演
目
の
肉
・
魚
が
与
え
ら
れ
る

　
『
沈
段
農
漁
団
』
の
そ
れ
と
比
嶋
軟
せ
よ
。

⑳
　
中
華
書
聖
版
に
対
す
る
義
理
瑚
氏
の
解
説
参
照
。

⑯
　
自
序
に
言
う
。

　
　
…
：
以
事
車
身
歴
。
非
西
石
梁
土
所
宜
。
及
未
経
験
者
。
概
不
録
也
。
…
…

⑳
　
三
月
”
種
穫
稲
蜀
魂
馬
糞
。

⑱
　
六
月
大
暑
”
此
瞬
早
黍
穫
可
穫
。
随
意
随
煽
。
稀
種
緑
豆
。
倹
初
伏
。
揚
戸
豆

　
秩
入
地
。
種
麦
勝
於
糞
。

　
　
七
月
”
穫
。
八
九
分
熱
便
懸
。
稿
遅
矯
風
即
落
。
将
地
種
蕎
套
。
或
雑
種
緑

　
豆
。
秋
後
場
起
種
凄
。

　
　
七
月
立
秋
”
割
鐘
後
。
将
地
鋤
　
遍
。
鋳
去
黍
蒙
。
使
地
力
帰
於
豆
角
。
既
可

　
多
結
。
又
宜
麦
。
…
…
割
穀
穆
。
…
…

　
　
七
月
処
暑
”
欣
蜀
称
。

　
　
八
月
秋
分
”
穫
稲
畢
速
耕
。
多
送
糞
種
愛
。

⑳
　
八
月
秋
分
一
種
麦
正
在
此
隠
。
土
欲
細
。
溝
欲
深
。
糞
欲
多
。
種
欲
句
。

⑩
　
前
月
芒
種
”
刈
麦
。
麦
熟
時
。
帯
青
割
一
半
。
合
熟
～
半
。
…
…
極
黄
鯛
白
豆

　
赤
豆
米
豆
大
黒
豆
。
…
…

　
　
五
月
夏
至
…
割
菱
以
後
。
麦
既
要
忘
霜
。
又
須
麓
雨
種
豆
。
…
…

⑧
九
月
寒
露
”
割
豆
正
在
此
時
。
遅
則
有
崩
燈
之
患
。

　
　
九
月
霜
降
鱒
此
後
当
秋
耕
地
。
将
豆
葉
絶
入
地
中
。
来
春
田
無
自
盛
。

＠
　
注
⑳
の
さ
さ
げ
の
挿
入
な
ど
副
次
的
要
素
も
あ
る
が
、
中
心
は
、
こ
の
二
年
三

　
作
で
あ
る
。

⑱
　
拙
稿
「
大
豆
粕
流
通
と
清
代
の
商
業
的
農
業
」
　
『
東
洋
史
研
究
騒
三
七
一
三
参

　
照
。

⑭
　
例
え
ば
注
⑯
な
ど
。

⑯
四
月
韓
鋤
地
最
為
緊
要
。
…
…
豊
国
当
毎
晩
伝
斉
黎
戸
。
商
量
明
日
該
鋤
何

　
地
。
登
記
地
冊
。
次
日
偏
査
之
。

⑯
　
四
月
小
満
”
黎
戸
書
斎
聴
骨
自
著
頭
遍
者
。
急
須
添
工
。
三
日
三
軍
完
。
再
鋤

　
第
二
遍
。

　
　
こ
の
記
述
は
、
黎
戸
が
特
定
の
畑
に
黒
雲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
よ
り
明
瞭

　
に
示
す
。

⑰
　
十
二
月
小
寒
”
老
牲
p
。
自
此
置
碁
室
中
。
用
乾
糠
塾
足
。
才
湿
田
換
。
飲
以

　
温
水
。
過
老
者
喉
豆
餅
。
…
…
無
力
黎
戸
。
飼
養
失
宜
。
多
選
倒
発
。
…
…

⑯
　
六
月
大
暑
”
企
同
弟
脚
兜
工
。
　
黎
一
戸
鋤
颪
。
　
添
工
千
銭
。
　
主
鮒
臆
二
百
。
　
山
小
届
勧
撒
ハ
意

　
也
。
可
倣
葡
行
之
。

⑲
　
歳
　
論
難
鱒
照
邑
農
夫
、
紐
於
習
俗
。
不
特
牛
県
勢
屋
田
ま
出
郷
。
正
月
以
後
。

　
口
糧
牛
草
亦
仰
給
焉
。

⑭
　
四
月
…
黎
戸
放
糧
。
固
不
可
欠
。
雇
入
添
工
。
更
武
装
緩
。
亦
有
玉
桂
不
放
綴
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添
工
者
。
使
亜
属
為
他
人
作
傭
。

⑪
　
七
月
立
秋
”
黎
戸
割
穆
。
必
逐
段
報
軍
記
冊
。
自
己
価
逐
段
査
之
。

噛
注
⑯
参
照
。

⑳
　
第
四
章
注
㊥
参
照
。

⑭
　
同
轡
の
著
者
は
、
李
家
の
作
付
方
式
の
年
二
作
的
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。
然

し
、
菱
↓
苞
谷
等
の
サ
イ
ク
ル
の
存
在
を
含
め
、
経
営
面
積
四
七
二
畝
の
作
付
指

数
が
一
・
四
四
と
な
る
こ
と
、
麦
、
高
梁
十
粟
　
苑
谷
＋
豆
の
作
付
面
積
が
ほ
ぼ

同
水
準
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
体
的
に
は
二
年
三
口
方
式
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

清代華北の農業経営と社会構造（足立）

二
　
華
北
農
法
の
到
達
段
階

　
二
男
変
革
以
後
の
農
業
発
展
は
、
地
力
維
持
方
式
の
改
善
を
鍵
鍮
と
す
る
集
約
的
農
法
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
一
般
的

命
題
が
、
南
北
相
異
っ
た
形
で
実
現
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
、
唐
宋
変
革
以
後
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
南
に
お
け
る
農
業
の
集
約
化
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
び
つ
ち
ゆ
う

行
き
着
く
と
こ
ろ
、
鉄
塔
・
転
盈
な
ど
を
労
働
手
段
と
す
る
小
農
法
の
徹
底
化
と
、
自
己
の
土
地
か
ら
の
生
産
物
に
依
ら
ぬ
地
力
再
生
産
を
特

色
と
す
る
。
そ
の
一
つ
の
典
型
を
明
畜
殺
初
の
『
評
言
襲
爵
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
窮
し
て
華
北
の
集
約
化
は
、
少
な
く
と
も
明

清
の
あ
る
時
期
ま
で
の
支
配
骨
形
態
と
し
て
は
、
技
術
構
成
の
面
で
も
、
地
力
維
持
方
式
の
面
で
も
、
南
と
は
異
っ
た
方
向
に
進
む
。

　
華
北
に
お
け
る
第
一
の
特
徴
は
、
大
農
法
（
畜
力
牽
引
に
よ
る
大
規
模
農
法
）
が
一
層
発
展
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
も
端
的
に
現
れ
る
耕
起
過
程

に
つ
い
て
見
よ
う
。
斉
翼
翼
術
段
階
に
お
け
る
一
具
牛
が
、
二
頭
の
牛
と
、
そ
れ
と
と
も
に
使
用
さ
れ
る
一
連
の
農
耕
具
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
は
、
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
時
を
経
る
に
つ
れ
、
三
頭
・
四
頭
の
牛
を
セ
ッ
ト
と
す
る
耕
起
方
法
が
現
わ
れ
て
来
る
。
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

名
な
例
は
『
王
禎
農
書
』
中
の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
南
方
の
水
田
で
一
黎
一
牛
を
用
い
る
に
対
し
、
北
方
看
護
と
し
て
、
両
脚
・
三
牛
、

或
い
は
四
牛
で
一
稼
を
ひ
か
せ
る
こ
と
を
語
る
。
明
清
の
資
料
で
は
、
こ
の
現
象
は
一
層
明
確
化
し
、
要
言
段
階
と
は
異
り
、
騰
頭
を
一
筆
牛

と
す
る
呼
称
が
普
及
す
る
。
先
の
太
和
堂
李
家
で
は
、
四
頭
を
以
て
ご
倶
と
な
し
、
九
頭
の
牛
で
ニ
セ
ッ
ト
を
組
み
、
一
頭
を
芝
繋
子
と
し
て

　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
る
外
、
牛
四
頭
を
一
具
と
い
い
、
貧
民
は
三
～
早
業
で
一
具
を
構
成
す
る
例
、
陪
牛
と
呼
ば
れ
る
野
牛
四
頭
を
自
下
し
た
客
地
の
存
在
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
そ
の
例
で
あ
る
。
　
『
池
北
偶
談
』
が
か
の
王
猛
の
故
事
を
引
き
つ
つ
、
現
在
で
は
江
潅
以
北
で
は
牛
四
頭
を
一
具
と
す
る
と
語
る
の
は
、
象
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徴
的
で
あ
る
。
勿
論
二
頭
を
一
具
と
す
る
例
も
有
り
、
ま
た
近
代
に
入
れ
ば
、
後
に
見
る
理
由
か
ら
牛
は
む
し
ろ
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
少
く

と
も
四
頭
を
一
具
と
す
る
方
法
が
各
地
に
広
ま
っ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
牽
引
の
大
型
化
は
、
深
耕
を
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
耕
起
の
深
さ
を
多
様
化
さ
せ
た
。
　
『
馬
首
農
言
』
は
黎
稽
な
ど
の
調
整
で
半
寸
～
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

寸
の
耕
深
の
調
整
を
教
え
、
　
『
知
本
提
綱
』
は
二
黎
一
牛
か
ら
一
黎
四
牛
に
到
る
様
々
な
耕
憲
法
に
依
っ
て
、
深
耕
の
場
合
は
尺
余
、
甚
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
二
尺
に
及
ぶ
耕
詩
法
を
講
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
竪
笛
の
目
的
別
多
様
化
と
、
反
復
入
念
化
を
意
味
す
る
。
陳
西
に
は
『
頭
遍
打
破

皮
。
二
遍
掲
出
泥
』
の
諺
が
有
り
、
耕
起
の
際
は
、
先
ず
無
反
転
の
柁
黎
で
地
皮
を
破
り
、
続
い
て
大
黎
で
何
度
か
底
土
を
挟
り
出
す
の
を
通

　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

例
と
し
た
。
深
耕
が
黎
き
返
し
の
必
要
度
を
高
め
た
結
果
、
三
段
階
・
五
段
階
の
耕
起
・
転
耕
さ
え
言
わ
れ
る
。

　
更
に
大
規
模
牽
引
に
よ
る
深
耕
皿
集
約
化
は
、
反
転
さ
れ
る
土
塊
を
大
き
く
し
、
必
然
的
に
整
地
過
程
の
充
実
を
要
求
す
る
。
西
山
氏
も
説

　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
れ
る
如
く
、
労
中
心
の
要
術
か
ら
紹
労
並
重
へ
、
更
に
は
大
信
小
黎
を
用
い
た
反
復
早
起
の
後
、
大
智
－
小
紀
一
労
と
整
地
を
重
ね
る
大
農

法
集
約
化
が
進
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
畜
力
化
大
規
模
化
は
他
の
過
程
で
も
進
む
。
播
種
に
際
し
て
も
縷
種
が
引
き
続
き
行
わ
れ
、
中
耕
除
草
の
畜
力
化
－
縷
鋤
も
引
き
続
き
試
み

　
　
⑭

ら
れ
る
。
更
に
収
穫
に
お
い
て
も
南
北
の
技
術
は
分
化
し
、
　
『
王
禎
農
書
』
に
は
、
南
の
鎌
に
対
し
、
北
の
手
刀
が
十
倍
の
効
率
を
顕
す
こ
と

　
　
　
　
　
⑮

が
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
大
鋲
は
『
農
雷
窯
業
』
で
は
高
子
の
名
で
呼
ば
れ
、
一
薗
で
は
そ
の
収
穫
の
粗
放
さ
が
穀
物
の
損
失
、
茎
葉
収
量
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

少
を
来
す
こ
と
を
警
戒
し
つ
つ
も
、
労
働
効
率
の
面
か
ら
捨
て
が
た
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
華
北
農
業
技
術
の
集
約
化
は
、
ま
ず
畜

力
牽
引
の
大
型
化
に
よ
る
深
耕
精
作
と
し
て
現
わ
れ
る
。

　
畜
力
牽
引
の
大
型
化
と
根
携
え
て
進
む
華
北
畏
法
集
約
化
の
第
二
の
特
徴
は
、
家
蕾
利
用
に
よ
る
地
力
維
持
方
式
の
改
善
で
あ
る
。
要
術
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

階
で
は
、
一
具
牛
小
畝
三
面
の
適
正
経
営
規
模
に
対
し
、
二
頭
分
の
肥
料
は
僅
か
に
小
噺
六
畝
に
施
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
肥
料
と
は
、
地
味
の

詩
韻
を
み
て
清
地
に
対
し
て
投
入
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
唐
宋
を
境
と
す
る
地
力
観
・
肥
料
観
の
変
化
は
、
陳
婁
の
農
書
が
端
的
に
示

し
て
い
る
伽
・
華
北
に
お
い
て
も
・
清
鑑
と
も
な
る
と
・
先
の
璽
一
景
実
』
が
育
よ
う
に
・
施
肥
は
農
舞
一
の
任
務
と
な
る
・

78 （540）



清代華北の農業経営と社会構造（足立）

　
こ
の
施
肥
重
視
の
傾
向
は
、
江
南
農
業
と
そ
の
基
調
を
同
じ
く
す
る
。
然
し
、
華
北
の
自
然
条
件
は
南
よ
り
も
遙
か
に
酷
し
い
。
草
木
や
河

泥
な
ど
で
、
自
己
の
土
地
以
外
か
ら
肥
料
要
素
を
取
得
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
社
会
的
条
件
－
商
業
的
農
業
の
末
発
達
・
生
産
物

の
収
益
性
の
低
さ
一
は
、
少
な
く
と
も
あ
る
時
期
ま
で
は
、
華
北
に
お
け
る
購
入
肥
料
の
使
用
を
綱
曳
し
て
い
た
。
か
か
る
故
に
、
肥
料
は

経
営
内
で
自
己
完
結
的
に
生
魔
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
畜
力
牽
引
大
型
化
に
伴
っ
て
多
頭
化
し
た
役
畜
に
加
え
、
多
数
の

中
小
家
畜
を
飼
い
、
そ
の
た
め
の
飼
料
を
自
己
の
経
営
内
で
栽
培
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
畜
糞
を
多
量
に
得
る
経
営
方
針
が
採
ら
れ
る
。
　
『
農

言
著
実
』
の
分
析
で
、
既
に
そ
れ
を
見
た
。
そ
こ
で
は
主
穀
茎
葉
に
加
え
悪
露
が
大
勢
に
飼
料
化
さ
れ
、
畜
舎
に
加
え
て
草
母
子
・
土
雲
華
が

建
設
さ
れ
、
入
念
な
舎
飼
い
が
陵
肥
を
生
み
、
麦
を
中
心
に
基
肥
と
追
肥
が
な
さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
複
舎
体
系
は
『
幽
風
広
義
』
に
も
み
ら

れ
る
。
例
え
ば
豚
を
飼
う
に
は
、
高
く
つ
く
獄
の
購
入
に
依
ら
ず
、
薗
落
を
栽
培
し
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
一
寸
濫
り
に
伸
び
る
ご
と
に
数
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

刈
り
取
り
、
飼
料
と
す
る
と
同
時
に
、
乾
燥
さ
せ
て
緑
薩
で
ひ
い
た
上
で
貯
蔵
し
て
、
冬
場
の
飼
料
に
備
え
る
方
法
が
採
ら
れ
た
。
し
か
も
注

隣
す
べ
き
は
、
華
北
の
大
農
法
経
営
に
お
い
て
は
、
こ
の
肥
料
生
産
が
極
め
て
大
々
的
に
実
行
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
太
和
堂
李
家
で
は
、

一
七
頭
の
役
畜
の
外
、
四
〇
頭
の
豚
、
一
〇
〇
絡
頭
の
羊
が
飼
わ
れ
、
年
々
五
〇
〇
〇
羅
文
の
肥
料
が
生
産
さ
れ
て
い
た
。
同
書
に
引
く
樹
荊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

堂
患
家
の
場
合
も
、
牛
一
〇
余
頭
、
豚
二
〇
余
頭
、
羊
一
〇
〇
余
響
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
　
『
幽
風
広
義
』
畜
牧
大
略
で
は
、
二
万
銭
の
元
手

を
か
け
て
豚
・
羊
・
鶏
・
鴨
を
飼
い
、
薗
着
を
多
く
栽
培
し
、
二
人
の
飼
育
要
員
を
傭
い
、
多
く
の
収
益
を
あ
げ
つ
つ
、
同
時
に
多
量
の
肥
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
生
産
す
る
方
法
が
奨
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
豆
科
植
物
を
多
く
作
り
羊
を
飼
う
法
も
講
ぜ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
五
〇
～
六
〇
頭
の
羊
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

つ
の
羊
群
と
見
な
し
て
い
る
。
太
和
堂
や
樹
荊
堂
は
特
殊
な
例
で
は
な
か
っ
た
。
や
や
特
異
な
例
と
な
る
と
、
僕
州
の
許
衛
な
る
人
物
が
、
豚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

数
百
頭
を
飼
っ
て
大
儲
け
し
た
と
い
う
逸
話
さ
え
あ
る
。

　
施
設
の
面
で
は
、
サ
イ
ロ
・
厩
舎
と
と
も
に
、
肥
料
製
造
施
設
も
大
型
の
も
の
が
作
ら
れ
る
。
　
『
山
稼
書
』
は
、
康
煕
末
に
著
さ
れ
た
農
書

で
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
が
殆
ん
ど
肥
料
論
に
ふ
り
向
け
ら
れ
て
い
る
点
で
、
極
め
て
明
清
的
な
農
書
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
山
東
の
有
力

な
家
で
、
敷
き
瓦
を
し
き
つ
め
た
深
さ
丈
余
に
及
ぶ
巨
大
な
肥
料
溜
め
か
ら
、
　
“
池
採
証
”
と
呼
ば
れ
る
肥
料
を
、
年
々
大
量
に
生
産
し
て
い
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⑳

る
様
が
み
ら
れ
る
。
家
畜
は
役
畜
と
し
て
の
役
割
を
増
す
と
同
時
に
、
そ
れ
以
上
に
肥
料
源
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
た
。
　
『
斉
民
要
術
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
羊
や
豚
を
乳
製
品
や
食
肉
の
源
と
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
　
『
暴
言
懸
詞
』
が
、
ま
ず
第
一
に
肥
料
源
と
し
て
牲
口
を
み
て
い
る
の
は
象
微

的
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
郡
代
に
至
る
華
北
農
法
の
発
展
は
、
大
農
法
の
一
層
の
拡
大
充
実
と
、
養
畜
部
門
を
組
み
込
ん
だ
自
己
完
結
的
地
力
維
持
方
式
の

改
善
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
集
約
化
・
精
作
化
の
命
題
が
、
華
北
に
お
い
て
は
大
規
模
経
営
が
実
行
す
る
大
農
法
に
、
集

中
的
に
実
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
大
規
模
経
営
は
、
華
北
に
お
け
る
早
地
農
法
の
生
産
力
発
展
の
一
つ
の
帰
結
で
あ
り
、
相
対
的

に
高
い
生
産
力
水
準
の
体
現
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
も
そ
の
経
営
の
性
格
上
、
完
結
的
・
安
定
的
な
経
営
で
あ
り
得
た
。
華
北
民
農
書

の
経
営
像
が
大
規
模
経
営
と
し
て
現
わ
れ
る
技
術
的
基
礎
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
①
　
渡
辺
信
一
郎
「
漢
六
朝
期
の
火
土
地
所
有
と
経
営
」
　
『
東
洋
史
研
究
』
三
三
一
　
　
　
　
　
　
箪
之
浅
深
有
法
。
誘
導
深
。
剰
向
前
稽
送
之
。
欲
微
浅
。
面
向
後
勘
抹
之
。
欲

　
　
一
、
二
　
一
九
七
四
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
深
。
劉
将
上
木
貫
打
緊
。
下
木
貫
打
鞍
。
欲
大
酒
。
則
反
是
。
…
…
凡
黎
田
深

　
②
『
王
禎
農
書
』
巻
二
墾
耕
篇
第
照
　
　
　
　
　
　
　
　

不
過
六
寸
。
浅
不
過
寸
半
。

　
　
　
北
方
農
俗
所
伝
。
…
…
畢
田
陸
地
。
一
石
必
用
両
軍
三
牛
或
四
型
。
以
一
人
執
　
　
　
　
⑧
　
『
知
本
半
里
』
農
則
豊
楽
一
条

　
　
之
。
量
牛
強
弱
耕
地
多
少
。
其
耕
立
論
定
法
。
…
…
南
方
水
田
泥
耕
。
其
田
高
下
　
　
　
　
　
　
軽
土
宜
深
。
重
土
三
二
。
用
畜
大
小
。
因
土
之
剛
柔
。
剛
±
宜
大
。
柔
土
宜

　
　
不
等
。
一
黎
用
一
牛
罐
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
。
且
其
土
有
用
一
黎
一
牛
者
。
有
一
黎
二
牛
者
。
有
用
三
牛
四
記
者
。
有
用
二

③
『
山
東
経
覚
地
主
底
社
会
性
質
』
三
六
頁
。

④
　
順
治
『
登
州
府
士
心
』
巻
八

　
　
用
牛
照
。
謂
之
一
具
。
窮
民
有
田
三
四
家
合
一
具
者
。

⑤
第
四
章
注
⑬
参
照
。
こ
の
二
例
は
、
片
岡
氏
が
前
掲
前
論
に
引
か
れ
て
い
る
。

⑥
『
池
北
偶
談
』
巻
二
一
十
具
牛

　
　
王
最
略
晦
終
。
沌
葦
子
皮
十
具
牛
。
為
治
国
之
資
。
不
為
求
官
。
亦
葛
侯
八
百

　
本
桑
之
意
。
今
江
潅
以
北
。
謂
牛
四
頭
為
一
具
。
俗
語
亦
有
所
本
。

⑦
『
馬
首
農
言
』
種
植
。
但
し
こ
の
文
は
同
県
の
張
耀
垣
の
『
種
植
諸
説
』
に
依

　
る
。

　
黎
一
牛
者
。
有
浅
耕
数
寸
評
。
有
深
耕
尺
余
者
。
有
甚
深
至
二
尺
者
。

⑨
『
農
言
著
実
隔
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
饗
後
之
地
。
総
宜
先
柁
過
。
後
睾
大
湯
器
両
次
。
農
家
云
。
頭
遍
打
破
皮
。
二

　
遍
掲
出
泥
。
謡
講
謂
也
。

　
　
ま
た
『
知
本
蝿
綱
』
も
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
…
…
故
初
産
宜
浅
。
苗
田
破
却
之
勝
皮
。
掩
埋
青
草
而
巳
。
二
耕
瀬
深
。
見
泥

　
而
除
其
草
根
。
諺
日
。
頭
目
打
破
皮
。
二
報
命
吉
根
。

⑩
『
標
本
提
綱
』
農
鋼
耕
稼
一
条

　
　
転
耕
返
耕
也
。
或
地
耕
三
次
。
初
耕
浅
。
次
耕
深
。
三
耕
返
而
同
房
初
耕
。
或
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地
耕
五
次
　
初
耕
浅
。
次
耕
漸
深
。
三
耕
更
深
。
四
耕
返
而
同
於
二
耕
。
五
耕
返

　
而
同
於
初
耕
。

⑪
西
山
前
掲
書
ご
二
頁
～
。

⑫
　
　
『
知
本
提
綱
』
農
則
耕
稼
一
条

　
　
…
…
故
必
先
用
鉄
歯
大
望
。
縦
横
疏
散
。
侯
条
塊
既
出
。
異
用
鉄
歯
小
祀
。
撲

　
去
根
株
。
然
後
慶
労
。
土
無
不
細
夷
。

⑬
例
え
ば
『
農
言
著
実
』
に
、

　
　
黍
後
種
穀
。
漕
嫡
大
小
。
総
縷
繧
為
主
。
…
…

⑭
古
く
は
『
農
桑
輯
要
』
巻
二
播
種
、
種
穀
所
引
の
『
種
蒔
直
説
』
に
扇
星
が
見

　
え
、
ま
た
『
知
立
提
綱
』
に
も
次
の
よ
う
に
有
る
。

　
　
…
…
然
或
値
大
荒
之
後
。
草
生
遍
野
。
人
工
欠
少
。
二
乗
三
刀
縷
黎
。
一
騒
前

　
駕
。
一
人
牽
引
。
則
縦
横
成
行
。
以
鋤
荒
蕪
。
姦
濫
染
草
二
十
勲
賞
。
又
無
慶
於

　
禾
蕾
。
其
功
過
縁
鋤
数
十
倍
。
此
紙
広
田
立
法
也
。

⑮
『
再
演
農
書
』
巻
四
収
穫
篇

　
　
今
北
方
収
麦
。
多
用
彰
刀
麦
紳
。
彰
麦
覆
於
腰
後
籠
内
。
籠
満
自
判
而
積
於

　
場
。
一
日
可
収
十
函
南
。
較
之
南
方
以
愚
僧
者
。
其
速
十
倍
。

⑯
窮
一
章
注
⑯
参
照
。

⑰
『
斉
毘
要
術
』
巻
頭
雑
説
。

⑱
前
掲
拙
稿
「
開
末
清
艶
の
一
農
業
経
営
」
第
二
章
参
照
。

⑲
『
鰻
風
広
義
』
巻
下
豚
収
食
料
法

　
　
養
猪
二
食
為
本
。
若
純
買
歎
糠
飼
之
則
無
利
。
…
…
唯
菖
摺
最
善
。
採
後
復

　
生
。
一
歳
数
勢
。
以
此
飼
猪
。
其
利
甚
広
。
…
…
累
積
冬
月
食
料
。
須
於
春
夏
之

　
間
。
待
曹
稽
長
尺
許
。
倹
天
気
晴
明
。
魂
呼
夕
曇
倒
。
載
入
場
中
。
灘
開
晒
極

　
乾
。
用

　
砥
礎
硬
為
細
末
。
密
節
過
収
貯
。
…
…

⑳
　
　
『
山
東
経
営
地
主
鷹
社
会
性
質
』
七
〇
頁
。

⑳
　
　
『
幽
風
広
義
』
畜
牧
大
略

　
　
舎
三
密
（
牛
・
馬
・
駆
の
こ
と
）
而
専
言
文
羊
難
曲
。
亦
資
生
之
一
法
也
。
大

　
約
不
過
用
二
万
銭
之
資
。
而
数
年
之
間
。
其
利
百
倍
。
惟
多
種
菖
醤
。
広
畜
四

　
牝
。
使
二
人
掌
管
。
遵
法
飼
養
。
謹
慎
守
護
。
必
致
蕃
息
　
…
…
細
田
得
糞
壌
以

　
為
肥
田
之
本
。

⑫
　
　
『
軟
風
広
義
』
羊
　
択
種

　
　
欲
畜
離
者
。
須
九
十
月
間
。
於
羊
市
上
。
棟
買
肥
大
毛
包
尾
長
懐
蕪
母
羊
一
二

　
十
口
・
抵
羊
一
口
。
：
：
：
及
至
森
M
月
。
可
得
晶
キ
五
山
ハ
十
－
口
。
便
成
輩
A
矢
。

働
　
一
且
統
『
両
州
士
心
隔
百
穴

　
　
許
衛
。
溝
州
人
。
…
…
本
中
人
之
産
。
素
善
趣
財
。
弘
治
初
年
。
歳
多
豊
稔
。

　
斗
豆
値
十
銭
。
稀
稽
増
之
。
家
積
数
酉
石
。
脚
力
牧
豚
票
数
否
口
。
－
㌧
…
鍮
歳
積

　
百
金
余
桑
。

　
　
た
だ
し
、
同
書
巻
六
所
収
の
逸
話
が
金
て
話
の
中
味
ど
お
り
の
年
代
の
も
の
で

　
あ
る
か
、
疑
わ
し
い
点
が
多
い
。

⑭
　
『
教
稼
書
』

　
　
…
…
若
斉
魯
有
力
之
家
牛
馬
圏
。
其
門
中
妙
。
法
於
圏
内
与
房
。
等
堀
一
大

　
池
。
深
丈
余
。
底
及
四
労
。
皆
確
累
極
竪
固
。
注
水
不
漏
。
…
…
掃
糞
入
池
。
牲

　
口
脚
下
。
総
懸
留
糞
。
極
潔
浄
。
池
乾
則
入
水
。
湿
則
入
土
。
帳
入
青
草
。
三
間

　
一
穴
。
可
遺
糞
百
態
車
。
…
…
土
人
謂
之
池
発
糞
。
較
隼
践
糞
。
更
有
力
。

⑳
　
『
斉
民
要
職
』
巻
五
で
の
羊
や
豚
の
位
置
づ
け
を
参
照
。
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三
　
作
付
方
式
と
農
産
物
商
晶
化
の
地
域
類
型

82　（544）

　
華
北
罠
農
書
に
み
ら
れ
る
大
規
模
経
営
の
社
会
的
歴
史
的
な
位
置
を
第
四
章
で
確
認
す
る
が
、
そ
の
準
備
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
経
営
を
と
り

ま
く
諸
条
件
の
う
ち
、
作
付
方
式
と
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
商
業
的
農
業
発
展
の
地
域
類
型
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
作
付
方
式

か
ら
。

　
第
一
章
の
民
農
書
の
経
営
分
析
か
ら
、
幾
つ
か
の
異
っ
た
作
付
方
式
を
見
出
し
た
。
第
一
の
類
型
は
『
西
石
梁
農
圃
便
覧
』
に
見
ら
れ
た
。

そ
れ
は
菓
・
高
梁
等
↓
麦
↓
大
豆
↓
休
閑
と
言
う
典
型
的
な
二
年
三
毛
作
で
あ
る
。
太
和
堂
李
家
の
作
付
方
式
も
、
陶
㎜
の
類
型
に
属
す
。
か

か
る
作
付
方
式
は
、
　
『
皇
朝
経
世
文
編
』
に
収
め
ら
れ
た
李
兆
洛
「
鳳
二
黒
志
食
貨
」
や
、
サ
会
一
「
敬
畏
農
桑
職
務
疏
」
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

黍
↓
麦
↓
大
豆
↓
休
閑
、
高
梁
・
早
穀
・
（
棉
花
）
↓
麦
↓
豆
・
晩
穀
と
い
う
型
で
示
さ
れ
る
。
乾
隆
『
汲
県
志
』
に
も
、
早
穀
↓
小
麦
↓
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

豆
・
黄
雲
の
二
年
三
作
が
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
山
東
や
河
南
と
河
北
の
一
部
な
ど
の
地
方
で
は
、
所
謂
二
年
三
毛
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
作
付
方
式
は
、
販
売
可
能
性
の
高
い
穀
物
が
よ
り
多
く
生
産
さ
れ
る
と
岡
時
に
、
豆
科
作
物
に
よ
っ
て
地
力
維
持
が
容
易
に
な
る
こ
と
、
皐

地
農
法
の
う
ち
で
は
年
闘
の
作
業
配
分
が
最
も
平
均
的
で
あ
る
こ
と
等
を
経
営
上
の
特
色
と
し
た
。

　
作
付
方
式
の
第
二
の
類
型
は
『
要
言
著
実
』
に
み
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
麦
↓
粟
の
連
鎖
が
有
っ
て
も
粟
↓
麦
の
連
鎖
は
成
立
せ
ず
、
主
穀
の

み
を
取
り
出
す
と
年
一
作
に
準
ず
る
地
域
で
あ
っ
た
が
、
主
穀
の
間
に
は
菅
蒼
な
ど
幾
つ
か
の
作
物
が
挿
入
さ
れ
得
た
。
同
様
な
事
情
は
陳
酋

興
平
の
人
、
揚
㎜
の
手
に
な
る
『
艶
本
提
綱
』
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
山
東
河
南
に
比
べ
て
遙
か
に
遅
い
五
月
に
粟
の
播
種
を
行
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

八
月
に
は
冬
麦
が
蒔
か
れ
た
。
従
っ
て
麦
↓
粟
サ
イ
ク
ル
は
有
っ
て
も
粟
↓
麦
は
無
く
、
秋
に
麦
を
作
付
け
す
る
畑
は
夏
期
に
休
閑
さ
れ
、
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
雨
と
陽
気
を
収
蔵
す
る
夏
起
こ
し
が
実
施
さ
れ
た
。
山
東
河
南
な
ど
に
比
べ
て
雨
量
が
少
な
く
、
か
つ
年
ご
と
に
不
安
定
で
、
し
か
も
作
物

成
育
日
数
も
少
な
い
こ
と
が
、
こ
の
作
付
方
式
を
必
然
化
し
て
い
た
。

　
更
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
北
方
に
は
、
年
一
作
地
帯
が
広
が
っ
て
い
た
。
山
西
省
太
原
府
寿
陽
県
出
身
の
大
官
祁
翼
翼
が
致
仕
の
後
、
道
光



清代華北の農業経営と社会構造（足立）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

一
六
年
に
著
し
た
『
馬
首
農
言
』
を
み
よ
う
。
寿
陽
は
穀
雨
を
待
っ
て
夏
作
物
が
蒔
か
れ
、
秋
分
に
は
も
う
霜
が
降
る
と
い
う
土
地
柄
で
、
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

物
成
育
日
数
は
一
層
少
な
か
っ
た
。
　
『
馬
首
農
言
』
の
作
付
方
式
は
、
粟
・
黍
と
黒
豆
の
交
代
を
基
調
と
す
る
年
一
作
で
あ
る
。
確
か
に
麦
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

作
付
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
そ
の
作
付
面
積
は
、
金
体
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
二
毛
作
を
成
立
さ
せ
る
の
は
、
僅
か

　
　
　
　
そ
ば
　
　
　
　
　
　
⑧

に
麦
後
の
蕎
麦
の
み
で
あ
る
。
こ
の
作
付
方
式
に
お
い
て
、
穀
物
の
販
売
条
件
が
『
農
言
質
実
』
に
比
し
て
も
一
層
厳
し
く
な
る
の
は
当
然
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
る
。
同
地
が
販
売
で
き
る
の
は
黒
豆
と
余
剰
の
あ
る
年
の
粟
の
み
で
あ
る
。
同
様
な
年
一
作
方
式
は
、
華
北
の
北
部
周
辺
地
域
に
広
く
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
た
。
山
西
芋
掘
の
地
で
も
麦
の
作
付
率
は
低
く
、
粟
を
主
体
と
し
て
蕎
麦
・
燕
麦
が
中
心
的
な
作
物
と
さ
れ
て
い
た
。
河
北
易
州
で
は
、
七

月
に
早
く
も
霜
が
降
る
。
鮮
明
に
蒔
か
れ
る
変
・
豆
と
、
五
月
に
蒔
か
れ
る
粟
な
ど
が
作
付
の
中
心
で
、
収
量
は
豊
年
で
も
畝
ご
と
に
斗
に
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
な
い
有
り
様
で
あ
っ
た
。

　
華
北
の
作
付
方
式
は
決
し
て
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
山
東
河
南
を
中
心
と
す
る
二
年
三
作
地
域
か
ら
、
や
や
条
件
の
悪
い
不
完
全
多
毛
作
地

域
、
更
に
そ
の
周
辺
の
年
一
作
地
域
と
、
段
階
的
に
多
様
な
作
付
方
式
が
広
が
っ
て
い
た
。
騒
騒
変
革
を
境
に
二
年
三
毛
作
が
華
北
で
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
成
立
し
た
と
い
う
見
解
は
、
そ
れ
以
前
に
は
二
年
三
毛
作
が
無
か
っ
た
と
い
う
理
解
と
同
様
に
疑
わ
し
い
。
清
代
後
期
に
な
っ
て
も
二
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

作
は
決
し
て
一
般
的
現
象
で
は
な
い
。
同
時
に
二
年
三
作
を
近
百
年
の
こ
と
と
す
る
説
に
も
従
え
な
い
。
華
北
の
あ
る
地
域
で
は
、
二
年
三
作

は
そ
れ
以
前
か
ら
広
く
成
立
し
て
い
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
見
た
作
付
方
式
の
地
域
区
分
は
、
同
時
に
生
産
力
水
準
と
商
業
的
農
業
発
展
水
準
上
の
地
域
区
分
と
も
、
お
お
む
ね
一
致
す

る
。
二
年
三
作
地
帯
は
、
単
に
生
産
量
が
多
い
だ
け
で
は
な
く
、
商
品
価
値
の
高
い
麦
や
大
豆
を
生
産
し
得
る
こ
と
に
よ
り
、
最
も
商
業
化
の

条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
同
時
に
該
地
域
は
、
か
か
る
柏
対
的
な
高
収
益
性
を
基
礎
に
、
華
北
に
お
い
て
特
用
農
産
物
の
生
産
が
最
も
広
く
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

わ
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ
っ
た
。
既
に
先
学
の
研
究
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
河
間
府
・
真
定
府
以
南
の
直
隷
、
山
東
の
青
州
・
済
南

・
軍
票
・
党
州
な
ど
の
各
府
、
加
え
る
に
河
南
省
東
部
の
照
臨
は
、
明
代
以
降
黒
作
の
中
心
地
で
あ
り
、
明
代
に
は
江
南
向
け
原
棉
産
地
と
し

て
、
明
末
～
同
車
に
は
、
原
料
移
出
地
で
あ
る
と
同
時
に
独
自
の
棉
布
生
産
地
と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
明
代
後
期
に
広
東
・
福
建
地
方
に
輸
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入
さ
れ
た
タ
バ
コ
は
、
明
末
に
は
急
速
に
栽
培
が
広
ま
り
、
華
北
で
も
商
業
的
に
栽
培
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
中
心
地
は
、
棉
作
同
様
に
山

東
寛
州
府
な
ど
、
華
北
に
お
け
る
先
進
地
域
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
地
域
に
比
べ
、
か
の
不
完
全
多
毛
作
地
域
・
年
一
毛
作
地
域
は
、
商
業
面
で
も
一
層
劣
等
な
る
条
件
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
　
『
農

編
著
実
』
で
は
余
罪
の
麦
が
販
売
さ
れ
、
　
『
馬
首
言
言
』
で
は
主
に
黒
豆
が
販
売
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
地
域
は
、
商
晶

価
値
の
必
ず
し
も
高
く
な
い
穀
物
を
販
売
し
、
そ
の
代
金
で
、
運
送
費
が
か
さ
ん
で
割
高
と
な
っ
た
棉
花
な
ど
特
用
農
産
物
を
、
他
地
域
か
ら

購
入
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
清
代
後
期
に
至
っ
て
も
、
悪
説
省
解
体
で
棉
作
の
行
わ
れ
て
い
る
の
は
悔
悟
に
足
ら
ず
、
麻
も
作
ら
れ
ず
、
同

省
は
割
り
高
な
棉
花
等
を
江
漸
・
四
川
・
河
南
な
ど
か
ら
移
入
し
て
い
た
。
　
『
幽
風
広
義
』
は
、
陳
西
の
貧
困
の
原
因
を
、
生
産
と
流
通
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
下
知
録
』
も
同
様
な
見
解
に
立
つ
。
ま
た
『
馬
首
憾
言
』
に
よ
る
と
、
嵩
置
の
困
難
な
山
酉
中
部
の
寿
陽
の
地

か
る
特
性
に
求
め
て
い
る
。

で
は
、
先
述
し
た
直
隷
真
定
府
下
の
嘉
事
か
ら
、
東
布
と
呼
ば
れ
る
棉
布
を
移
入
し
、
ま
た
原
棉
も
年
々
数
千
駝
買
い
入
れ
、
同
地
で
織
布
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
た
。
寿
陽
で
織
ら
れ
る
棉
布
は
、
粗
布
と
し
て
農
民
の
間
で
用
い
ら
れ
る
外
、
一
層
周
辺
的
な
地
域
へ
と
販
売
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

様
な
現
象
は
隣
の
楡
次
県
で
も
み
ら
れ
た
。
陵
西
や
山
西
の
地
は
、
山
菓
・
河
南
・
直
隷
南
部
の
地
に
比
べ
、
生
産
力
水
準
の
低
さ
と
収
益
性

の
低
さ
に
規
定
さ
れ
つ
つ
、
商
業
的
農
業
の
水
準
に
お
い
て
も
、
一
段
低
い
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
長
江
下
流
域
と
結
び
つ
き
、
華
北
で
は
最
も
生
産
力
水
準
の
高
か
っ
た
山
東
河
南
な
ど
の
地
方
で
さ
え
、
同
地
の
農
産
物
が
長
江
下

流
の
肥
料
と
な
っ
た
こ
と
が
象
微
的
に
示
す
よ
う
に
、
長
江
下
流
に
比
べ
る
と
、
そ
の
収
益
性
は
格
段
に
低
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事

実
で
あ
る
。
長
江
下
流
域
↓
山
東
河
爾
等
↓
陳
西
山
西
要
部
↓
周
辺
地
域
へ
と
生
産
力
水
準
の
層
序
が
存
在
し
、
そ
れ
は
同
時
に
商
業
的
農
業

発
展
の
暦
序
で
も
あ
り
、
こ
れ
が
溝
代
に
お
け
る
商
品
流
通
の
大
勢
を
も
決
定
し
て
い
た
。

　
①
　
『
皇
覇
経
悦
文
編
』
巻
三
五
　
農
政
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
会
一
「
敬
陳
盤
桑
四
務
疏
」
（
原
載
『
勢
少
弼
奏
議
』
巻
三
）

　
　
李
兆
洛
「
鳳
台
目
半
醒
食
貨
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
播
麦
之
期
在
白
鋸
。
如
天
気
尚
暖
。
門
脇
白
露
十
日
後
種
之
。
種
高
梁
。
豪
臨

　
　
地
率
両
瓢
箪
三
塁
。
二
月
種
黍
。
七
月
而
収
巳
。
九
月
種
麦
。
至
四
月
而
収
。
　
　
　
　
　
清
明
館
。
種
早
穀
。
君
臨
穀
雨
節
。
種
棉
花
。
当
在
春
宋
夏
初
。
豆
子
晩
穀
。
剣

　
　
五
月
種
蕨
。
九
月
爺
畢
収
。
乃
穂
息
之
。
及
明
年
二
月
復
種
黍
。
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
於
五
月
刈
麦
越
後
。
在
建
地
播
種
。
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②
乾
隆
『
汲
県
士
心
』
巻
六
種
植

③
『
知
本
提
綱
』
農
則
耕
稼
一
条

　
　
即
如
秦
地
。
二
月
種
類
集
。
…
…
五
月
中
旬
書
置
穀
。
…
…
八
月
社
前
後
種
麦

　
之
類
。
：
：

　
　
即
如
難
中
喪
秋
。
在
芒
種
前
後
。
・
…

④
　
同
前

　
　
耕
麦
田
以
夏
。
蔵
其
内
栄
。
…
…
麦
為
皐
田
。
夏
日
耕
之
。
受
炎
日
之
瞳
照
。

　
得
雨
収
縛
。
更
迭
漁
労
。
掩
蓋
陽
気
署
内
。
来
年
麦
発
。
自
有
力
突
。

⑤
『
馬
首
流
言
』
固
葉

　
　
寿
陽
鋸
太
行
之
項
。
…
…
故
其
気
候
特
寒
。
穀
雨
播
種
。
秋
分
罵
言
。

⑥
『
馬
首
農
言
』
種
植

　
　
穀
多
在
去
年
豆
田
種
之
。
亦
有
種
於
吉
田
者
。
亦
有
四
種
。
…
…
穫
田
虫
其

　
根
。
黎
之
裂
地
撒
息
。

　
　
黒
豆
多
在
ま
年
穀
田
或
黍
田
種
之
。
万
勿
複
種
。

　
　
高
梁
多
在
虫
年
豆
田
種
之
。

　
　
（
黍
）
於
去
年
穀
田
黒
豆
田
。
芒
種
時
種
之
。

⑦
『
馬
首
農
言
』
種
繊

　
　
春
麦
於
去
年
黒
豆
小
豆
国
。
春
分
時
種
之
。

　
　
宿
陣
於
秋
分
前
後
種
之
。

　
　
岡
前
所
引
『
種
植
諸
説
』

　
　
寿
陽
麦
不
宜
多
種
。
大
率
十
畝
巾
種
一
畝
。
…
…
黒
豆
宜
多
種
。
易
収
（
太
原

　
迩
西
。
黒
豆
多
販
自
寿
陽
）
。
穀
供
一
上
之
食
。
有
余
販
自
他
琶
。

⑧＠＠

『
馬
首
農
言
』
誤
植

蕎
菱
多
在
本
年
変
田
種
之
。

注
⑦
参
照
。

乾
隆
『
易
州
志
』
巻
十

雲
中
地
土
。
沙
磧
碗
薄
。
寒
気
独
早
。
七
月
隈
霜
。
農
人
清
明
前
後
種
偏
理
。

　
五
月
種
穀
栗
称
萩
麦
油
麦
。
豊
歳
畝
収
不
満
斗
。

⑪
乾
隆
『
直
隷
代
州
志
』
巻
一

　
　
代
地
無
宿
麦
。
種
春
菱
蟹
。
不
過
十
之
二
三
。
稲
惟
濾
浩
南
北
諸
村
種
之
。
民

　
食
以
粟
為
主
。
佐
以
蕎
庚
燕
愛
。
貧
者
黍
萩
。
即
為
珍
膳
。

＠
　
西
嶋
定
生
磯
の
「
破
禮
の
彼
方
」
（
『
歴
史
学
研
究
二
五
　
一
九
四
九
年
）
以
来

　
の
諸
見
解
。

⑬
前
掲
西
山
論
文
。
同
論
文
と
拙
稿
の
作
付
方
式
に
請
す
る
見
解
の
分
岐
点
は
、

　
『
西
石
梁
農
圃
便
覧
山
の
作
付
方
式
の
評
纐
な
ど
に
あ
る
。
私
は
こ
れ
ま
で
に
示

　
し
た
農
書
・
地
方
志
の
幾
つ
か
が
現
わ
し
て
い
る
の
は
、
二
年
三
作
以
外
の
何
物

　
で
も
な
い
と
考
え
た
。

⑭
　
西
嶋
定
生
「
明
代
に
お
け
る
木
棉
の
普
及
に
つ
い
て
」
　
『
史
学
雑
誌
』
五
七
i

　
四
、
五
・
六
　
一
九
四
八
年
。
挙
之
勤
「
論
鴉
片
戦
争
以
前
清
代
商
業
性
農
業
発

　
展
」
　
『
明
清
社
会
経
済
形
態
的
研
究
』
一
九
五
七
年
、
な
ど
多
数
。

⑮
『
幽
風
広
義
』
弁
雷

　
　
至
於
木
棉
麻
苧
。
又
非
秦
地
所
宜
。
蘇
吊
布
葛
。
通
省
無
出
。
…
…
難
有
数
県

　
木
棉
之
出
。
然
不
過
一
県
中
百
分
之
一
。
不
足
本
地
異
用
。
量
能
広
導
通
省
。
是

　
以
秦
人
歳
歳
衣
被
冠
縷
。
皆
取
給
於
外
省
。
而
売
溜
以
易
之
。
穀
売
残
於
遠
方
。

　
是
穀
輸
於
外
省
爽
。
糸
融
木
棉
布
葛
野
鼠
。
買
黒
黒
江
漸
里
馬
四
川
河
南
。
是
銀

　
又
輸
於
外
省
爽
。
毎
歳
必
売
食
買
衣
。
因
衣
之
費
。
而
食
蛙
跳
半
。
其
銀
於
食

　
者
。
固
自
不
少
。
簡
欠
於
衣
者
。
抑
巴
良
多
。

⑯
『
自
知
録
集
釈
』
巻
十
紡
織
之
利

　
　
今
辺
自
害
民
。
既
不
知
耕
。
又
不
知
織
。
…
…
華
陰
欝
宏
誕
著
議
。
以
為
延
安

　
一
府
。
布
吊
之
価
。
貴
於
西
安
数
倍
。
既
不
獲
紡
織
之
利
。
又
歳
有
買
布
之
費
。

　
生
計
日
蓬
。
国
税
日
遜
。
　
（
陳
文
恭
日
。
陳
西
為
自
古
蚕
桑
草
地
。
今
目
久
廃

　
弛
。
綱
醜
資
干
江
断
。
花
布
来
自
楚
予
。
小
民
食
本
不
足
。
而
難
業
糧
以
製
衣
。

　
宜
其
家
鮮
蓋
蔵
也
。
）

⑰
『
馬
首
農
言
』
増
価
物
価
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棉
花
出
直
隷
藁
域
趙
州
等
処
。
毎
斤
自
一
百
四
五
十
。
至
四
百
上
下
。
布
出
直

隷
獲
鹿
藁
城
等
処
者
。
謂
之
藤
布
。
毎
尺
三
十
上
下
。
歪
四
十
上
下
。
出
本
罷

者
。
農
人
黒
煙
。
較
離
洲
為
多
。
余
業
鶴
於
北
路
。
毎
尺
銭
二
十
上
下
。

　
条
里
之
棉
花
。
買
自
墨
壷
。
統
計
　
毘
。
毎
年
経
過
敬
千
駝
。

　
ま
た
光
緒
『
寿
陽
県
恵
購
巻
十
に
も
同
様
な
記
述
が
あ
る
。

⑱
乾
霧
『
楡
次
県
志
』
巻
胴
物
産

　
内
人
家
事
紡
織
。
成
布
至
重
。
以
供
衣
服
租
税
之
用
。
奉
戴
業
者
。
販
之
四

　
方
。
上
下
次
大
鰐
。
勢
給
数
等
。
自
太
原
北
辺
諸
州
府
。
皆
仰
市
焉
。
沖
繋
於
京

　
師
。
其
布
難
解
作
未
極
精
好
。
而
寛
於
辺
編
。
機
密
能
久
。
故
人
威
市
之
。
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四
　
大
規
模
経
営
の
社
会
的
位
置
と
そ
の
解
体
傾
向

　
第
一
章
・
第
二
章
の
検
討
を
通
じ
、
清
代
の
華
北
で
は
、
大
農
法
集
約
化
と
、
農
耕
牧
畜
を
結
合
さ
せ
た
地
力
維
持
方
式
を
技
術
的
な
墓
礎

と
す
る
大
規
模
経
営
が
、
相
対
的
に
高
く
、
か
っ
安
定
し
た
生
産
力
水
準
を
担
っ
て
お
り
、
華
北
民
農
書
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
　
　
　
　
　
　
、

　
か
か
る
大
規
模
経
営
は
、
華
北
で
は
特
殊
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
　
『
山
東
経
営
地
主
底
社
会
性
質
』
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
コ
一
二
家
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ぼ
る
経
営
地
主
の
具
体
例
は
、
そ
の
広
が
り
を
雄
弁
に
示
し
て
お
り
、
ま
た
併
せ
載
せ
ら
れ
た
一
九
七
村
の
階
級
構
成
の
概
略
も
、
長
工
を
多

数
使
用
し
た
「
地
主
」
が
、
広
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
第
二
章
で
み
た
生
産
力
構
造
に
規
定
さ
れ
て
、
大
土
地
所
纒
着
は
大
規
模
経
営
者
で
は
あ
っ
て
も
、
地
主
佃
戸
制

を
基
礎
と
し
た
所
謂
大
地
主
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
片
岡
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
華
北
の
大
土
地
所
有
者
が
、
革
鎧
の
寄
生
的
な
地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
は
明
白
に
異
っ
て
、
生
産
金
的
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
識
者
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
か
か
る
生
産
者
的
性

格
は
、
単
に
布
衣
の
土
地
所
有
者
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
士
大
夫
層
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
華
北
先
進
地
帯
に
お
い
て
も
、
在
郷
の
士
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
間
に
は
農
業
を
営
む
者
が
み
ら
れ
た
が
、
周
辺
地
方
に
行
く
と
、
士
大
夫
も
農
業
を
営
む
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
『
西
石
梁
農
圃

便
覧
』
　
『
農
言
事
実
』
の
著
者
は
、
い
ず
れ
も
士
大
夫
の
家
に
属
し
、
　
『
馬
首
農
雷
』
の
著
者
は
、
礼
部
尚
書
に
ま
で
登
っ
た
高
官
で
あ
る
。

寺
田
隆
信
民
に
よ
っ
て
分
析
紹
介
さ
れ
た
陳
西
の
生
ん
だ
宰
網
の
家
、
同
州
馬
絹
一
族
も
、
一
方
で
官
僚
を
輩
出
し
つ
つ
、
同
時
に
農
業
を
経
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⑤

直
し
、
高
利
貸
と
商
業
も
営
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
所
謂
郷
紳
の
華
北
に
お
け
る
存
在
形
態
は
、
か
か
る
生
産
者
的
性
格
を
強
く
持
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
所
有
と
経
営
が
未
分
離
で
あ
り
、
地
主
佃
戸
欄
が
体
制
的
に
は
未
展
開
で
あ
る
こ
と
は
、
華
北
に
お
い
て
零
細
経
営
者
が
広
範
に

は
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
否
、
む
し
ろ
巨
大
経
営
は
、
零
細
経
営
者
が
自
己
の
周
囲
に
存
在
す
る
こ
と
を
、
地
主
佃
戸

制
以
上
に
必
要
と
す
る
。
巨
大
経
営
は
小
農
民
に
比
べ
て
、
概
し
て
多
数
の
家
族
を
抱
え
て
い
た
。
し
か
し
家
族
成
員
は
必
ず
し
も
直
接
に
労

働
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
『
吉
言
著
実
』
の
経
営
者
の
仕
事
が
管
理
労
働
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
る
。
こ
の
た
め
多
数
の
長

工
が
年
々
雇
傭
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
更
に
、
巨
大
経
営
に
お
い
て
は
、
長
工
で
さ
え
も
管
理
的
労
働
に
携
る
場
合
が
あ
り
、
冬
作
の
収

穫
↓
夏
作
の
播
種
↓
中
耕
除
草
と
い
っ
た
労
働
ピ
ー
ク
を
中
心
に
、
労
働
過
程
の
技
術
的
性
格
と
経
営
規
模
に
規
定
さ
れ
て
、
極
め
て
大
量
の

短
工
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
既
に
諸
農
書
の
分
析
で
み
た
。
薩
傭
労
働
力
、
と
り
わ
け
短
工
が
確
保
さ
れ
る
前
提
に
は
、
　
一
方
の
経
済
的
基

盤
を
自
己
の
経
営
地
に
持
つ
小
生
産
者
が
大
規
模
経
営
の
周
囲
に
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
長
工
で
さ
え
も
自
家
の
経
営
地
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

つ
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
長
工
の
賃
金
水
準
を
考
え
る
と
、
一
人
の
労
賃
で
家
族
を
再
生
産
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
か
く
て
華
北
の

社
会
構
造
は
、
一
方
に
お
け
る
少
数
の
大
土
地
所
有
者
－
経
営
老
と
、
そ
の
対
極
の
多
数
の
零
細
所
有
者
H
経
営
者
が
、
畜
力
牽
引
に
よ
る
意

地
農
法
を
自
立
し
て
行
い
得
る
中
間
的
農
民
層
を
は
さ
ん
で
、
対
抗
的
に
存
在
す
る
配
置
を
と
る
。
民
国
期
に
実
施
さ
れ
た
農
村
調
査
の
う
ち
、

比
較
的
商
業
的
農
業
の
未
展
開
な
後
進
村
落
に
お
い
て
見
ら
れ
る
少
数
の
巨
大
家
族
－
巨
大
所
有
者
聴
巨
大
経
営
と
、
多
数
の
零
細
所
有
者
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

零
細
経
営
が
対
抗
す
る
構
成
は
、
か
か
る
伝
統
的
階
級
構
成
の
存
続
を
意
味
す
る
。
前
近
代
に
は
総
括
的
な
表
現
を
持
ち
得
て
い
な
い
が
、
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

接
的
な
褒
現
と
し
て
は
、
函
丈
分
類
に
も
と
づ
い
た
同
様
の
分
布
を
、
山
根
幸
夫
氏
の
研
究
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
の
軸
と
な
る
大
規
模
経
営
の
歴
史
的
評
価
を
、
当
面
必
要
な
限
り
述
べ
て
お
こ
う
。
ま
ず
そ
れ
は
、
漢
～
六
朝
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

検
出
さ
れ
た
家
父
長
的
奴
隷
制
止
営
と
し
て
の
冨
豪
経
営
と
は
、
同
じ
大
農
法
に
よ
る
大
規
模
経
営
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。

そ
こ
で
の
労
働
力
は
、
何
如
に
歴
史
的
に
手
垢
の
付
い
た
伏
計
・
牛
信
な
ど
の
…
言
葉
で
呼
ば
れ
よ
う
と
も
、
契
約
に
よ
っ
て
雇
傭
さ
れ
、
現
物
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も
し
く
は
貨
幣
で
賃
金
を
支
払
わ
れ
る
人
々
を
主
体
と
し
て
い
た
。
そ
の
耕
地
の
規
模
と
形
態
も
ま
た
異
る
。
畜
力
牽
引
の
大
型
化
は
、
耕
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
巨
大
化
を
意
味
せ
ず
、
華
北
先
進
地
帯
に
お
け
る
大
規
模
経
営
の
限
界
経
営
規
模
は
、
率
ね
四
～
五
〇
〇
畝
で
あ
る
。
か
の
家
父
長
泣
奴
隷

制
経
営
に
比
べ
る
と
、
む
し
ろ
減
少
傾
向
に
あ
る
と
遇
え
よ
う
。
大
農
法
が
基
礎
で
あ
っ
て
も
、
耕
起
整
地
の
入
念
化
と
、
地
力
維
持
方
式
の

高
度
化
に
よ
る
集
約
化
を
必
要
と
す
る
限
り
、
必
然
的
な
勢
い
で
あ
る
。
ま
た
、
欝
豪
の
荘
園
が
未
開
墾
地
を
含
む
一
円
的
な
も
の
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
清
代
の
大
規
模
経
営
の
土
地
集
積
は
、
太
和
堂
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
要
に
は
耕
地
の
零
買
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い

た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
家
父
貝
器
奴
隷
綱
経
営
は
変
質
・
解
体
を
遂
げ
て
い
た
。
解
体
の
背
景
に
は
、
農
業
技
術
の
集
約
化
と
、
集

約
化
が
周
囲
の
一
般
の
小
経
営
に
与
え
た
自
立
性
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
所
有
と
労
働
に
変
化
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
清
逸
華
北
の
大
規
模
経
営
は
、
雇
傭
労
働
を
用
い
た
大
規
模
経
営
で
は
あ
っ
て
も
、
寓
農
経
営
と
は
即
座
に
断
じ
得
な
い
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
そ
の
農
業
は
充
分
に
商
業
的
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
周
辺
地
域
に
展
開
す
る
巨
大
経
営
の
自
給
性
は
明
白
で
あ
る
。

家
父
三
二
的
性
格
を
脱
し
つ
つ
も
、
未
だ
富
量
的
に
は
展
開
し
な
い
大
規
模
経
営
が
、
御
代
華
北
に
お
け
る
安
定
的
な
自
営
農
民
の
一
つ
の
有

力
な
存
在
形
態
で
あ
っ
た
。
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以
上
個
別
経
営
事
例
の
分
析
か
ら
始
め
て
、
大
規
模
経
営
を
軸
と
す
る
社
会
構
造
ま
で
を
展
望
し
た
。
然
し
面
繋
か
ら
謝
意
に
か
け
て
の
社

会
構
成
を
考
え
る
上
で
、
見
逃
し
得
な
い
も
う
一
つ
の
側
面
が
あ
る
。
そ
れ
は
伝
統
的
な
大
規
模
経
営
の
解
体
が
始
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

大
規
模
経
営
解
体
の
傾
向
は
、
民
国
期
の
農
村
調
査
で
は
、
よ
り
数
量
的
に
、
よ
り
鮮
明
な
形
で
現
わ
れ
、
商
業
的
農
業
の
本
格
化
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

原
因
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
傾
向
は
、
既
に
清
代
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。
　
『
農
雷
堅
実
』
と
『
西
石
点
苔
圃
便
覧
』
の
経
営
方
式
の

栢
違
は
、
こ
れ
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
遅
れ
た
、
よ
り
自
給
的
な
農
業
地
帯
で
完
全
な
直
接
経
営
を
営
む
『
詳
言
薯
実
』
の
楊
弓
と
、
よ

り
生
産
力
水
準
が
高
く
、
些
か
農
産
物
販
売
の
条
件
に
も
恵
ま
れ
た
地
域
で
間
接
経
営
を
営
む
『
西
石
梁
農
圃
便
覧
』
の
画
家
の
対
比
で
あ
る
。

生
産
力
構
造
の
変
化
の
問
題
か
ら
論
じ
よ
う
。
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『
野
阜
著
実
』
と
『
西
石
梁
農
圃
便
覧
』
の
経
営
方
式
の
違
い
を
生
む
生
産
力
的
条
件
は
、
ま
ず
旧
来
の
作
付
方
式
そ
の
も
の
の
中
に
も
存

在
し
て
い
た
。
山
東
河
南
等
に
み
ら
れ
た
典
型
的
な
二
年
三
作
に
お
い
て
は
、
　
『
中
等
著
実
』
の
如
き
作
付
方
式
に
比
べ
て
、
農
作
業
が
よ
り

通
年
的
に
間
配
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
小
規
模
な
労
働
単
位
へ
と
経
営
が
分
割
さ
れ
る
技
術
的
条
件
が
既
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
契
機
は
、
同

地
の
作
付
方
式
が
よ
り
商
業
的
で
よ
り
多
収
的
で
従
っ
て
よ
り
集
約
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
増
幅
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
大
規
模
経
営
を
分
解
せ
し
め
る
生
産
力
的
条
件
は
、
本
格
的
に
は
劉
の
齎
に
芽
生
え
て
い
た
。
第
二
章
で
見
た
農
耕
方
式
と
は
全
く

別
の
方
式
が
華
北
に
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
商
業
的
農
業
、
と
り
わ
け
特
用
農
産
物
生
産
の
本
格
化
を
起
点
と
す
る
。

　
販
売
の
た
め
の
農
業
は
、
宋
代
以
降
の
都
市
発
展
の
中
か
ら
、
古
典
的
に
は
都
市
向
け
疏
菜
栽
培
と
し
て
帰
る
。
都
市
向
け
疏
菜
が
他
の
農

法
と
は
異
質
な
、
格
段
の
集
約
性
を
以
て
栽
培
さ
れ
、
単
位
面
積
当
り
高
収
益
を
あ
げ
た
こ
と
は
、
夙
に
北
村
敬
直
氏
の
示
さ
れ
た
李
兆
洛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
文
を
以
て
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
鳳
台
梁
の
人
鄭
念
租
は
、
山
東
車
中
の
人
を
用
い
、
周
囲
の
農
民
に
比
べ
単
位
面
積
当
り
一
〇
倍
の
肥

料
と
労
働
力
を
投
じ
て
促
成
栽
培
し
、
充
分
な
収
益
を
あ
げ
た
と
い
う
。

　
同
様
な
変
化
は
、
特
用
農
産
物
の
栽
培
が
華
北
の
㎝
部
地
方
で
本
格
化
す
る
中
で
、
よ
り
体
湖
的
に
開
始
さ
れ
る
。
第
三
章
で
み
た
よ
う
に
、

二
年
三
作
の
中
心
地
帯
は
、
同
時
に
棉
作
・
タ
バ
コ
作
の
華
北
に
お
け
る
中
心
地
で
も
あ
っ
た
。
華
北
の
落
暉
・
タ
バ
コ
作
の
生
産
力
水
準
は
、

長
江
下
流
域
に
比
べ
る
と
一
段
劣
る
も
の
の
、
一
般
の
華
北
農
法
に
比
べ
る
と
格
段
の
集
約
性
を
持
っ
て
い
た
。
　
『
増
訂
教
稼
書
』
に
よ
る
と
、

通
常
の
栽
培
方
法
で
は
畝
当
り
粗
収
益
が
三
〇
〇
〇
文
勢
り
に
過
ぎ
な
い
穀
物
作
に
対
し
、
タ
バ
コ
作
の
場
合
、
穀
物
生
産
の
数
倍
の
労
働
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

肥
料
等
の
費
用
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
七
五
〇
〇
文
罷
り
の
粗
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
た
と
い
う
。
　
『
玉
堂
夢
野
』
も
、
タ
バ
コ
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
主
穀
に
比
し
て
一
〇
倍
の
収
益
が
あ
る
と
言
う
。
タ
バ
コ
作
が
い
か
に
多
肥
多
労
働
を
要
求
し
た
か
は
、
地
域
は
異
る
が
、
包
世
臣
も
『
安

呉
四
種
』
で
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
タ
バ
コ
は
水
稲
に
比
し
て
六
倍
、
早
田
作
物
の
四
倍
の
肥
料
を
要
し
、
労
働
の
面
で
も
他
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

物
の
一
〇
倍
余
り
を
要
し
た
。

　
同
様
な
集
約
農
法
は
棉
作
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。
　
『
農
政
全
書
』
に
引
か
れ
る
「
張
五
典
種
法
」
は
、
山
東
信
陽
の
入
、
張
五
典
が
、
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⑯

万
暦
四
三
年
に
上
海
で
語
っ
た
山
東
の
棉
作
法
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
全
面
施
肥
に
よ
る
基
肥
、
或
い
は
苗
辺
に
対
す
る
追
肥
、
六
～
七
國
に
及

ぶ
中
耕
除
草
、
三
度
に
わ
た
る
摘
心
な
ど
、
極
め
て
集
約
的
な
技
術
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
記
述
が
当
時
の
華
北
棉
作
の
一
般
的
水
準
で

あ
る
と
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
棉
花
が
多
勢
多
労
働
を
要
す
る
作
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
い
を
容
れ
な
い
。
　
『
爾
石
梁
農
圃
便

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

覧
』
も
『
群
芳
譜
』
を
藍
本
に
し
て
は
い
る
も
の
の
、
播
種
量
・
株
間
等
に
創
意
を
加
え
な
が
ら
、
丸
作
に
比
し
て
集
約
的
な
技
術
を
記
す
。

陳
西
な
ど
比
較
的
辺
地
で
は
、
藍
な
ど
が
特
用
農
産
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
も
極
度
な
多
労
働
と
施
肥
が
特
色
と
な
る
。

　
農
耕
方
式
全
体
か
ら
見
て
も
う
一
つ
見
逃
し
得
な
い
の
は
、
特
用
農
産
物
が
多
肥
を
要
求
し
、
ま
た
多
肥
が
収
益
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
っ

た
結
果
、
従
来
の
自
給
的
家
畜
糞
と
は
異
質
な
金
肥
が
、
特
用
農
産
物
中
心
に
投
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
　
『
証
俗
文
』
は
、
山

東
地
方
で
タ
バ
コ
作
が
盛
行
し
、
肥
え
た
土
地
か
ら
穀
物
作
を
駆
逐
し
て
い
る
こ
と
を
語
り
、
同
時
に
肥
料
と
し
て
豆
餅
が
常
い
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
と
も
語
る
。
　
『
巻
本
提
綱
』
に
お
い
て
も
、
野
作
の
た
め
に
大
量
の
「
油
澄
」
が
投
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
厩
肥
依
存
か
ら
の
脱
却
は
、

商
業
化
に
そ
の
一
つ
の
動
機
を
持
つ
と
同
時
に
、
特
用
農
産
物
栽
培
へ
の
傾
斜
が
、
従
来
家
畜
の
飼
料
と
な
っ
て
き
た
主
穀
茎
葉
と
飼
料
作
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
自
給
を
破
壊
す
る
こ
と
に
も
一
つ
の
原
因
を
持
つ
。
畜
力
牽
引
の
意
義
が
梱
対
的
に
薄
れ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
と
ま
れ
明
宋
以
来
、
華
北
農
業
は
、
単
位
面
積
当
り
労
働
量
に
お
い
て
も
、
地
力
維
持
方
式
に
お
い
て
も
、
ま
た
畝
当
り
収
益
に
お
い
て
も
、

従
来
と
は
異
質
な
体
系
を
成
長
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
　
「
主
穀
茎
葉
と
飼
料
作
物
↓
家
密
大
量
飼
育
↓
肥
料
自
給
・
蓄
力
を
用
い
た
大
農
法
」
と

い
う
従
来
の
華
北
農
法
体
系
は
、
新
し
い
集
約
的
な
農
法
の
前
で
は
、
少
な
く
と
も
単
位
面
積
当
り
の
収
益
性
に
お
い
て
、
見
劣
り
の
す
る
も

の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
商
業
的
農
業
を
跳
躍
台
と
し
て
、
華
北
に
お
い
て
も
小
規
模
集
約
的
農
法
が
、
漸
く
生
産
力
的
優
位
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
。
商
品
生
産
を
前

提
と
す
る
以
上
、
大
規
模
経
営
の
解
体
は
、
所
有
と
経
営
の
一
致
し
た
小
規
模
経
営
の
満
面
開
花
へ
は
最
早
結
び
つ
か
な
い
。
小
規
模
集
約
農

法
を
基
礎
と
す
る
経
営
か
ら
の
地
代
収
取
に
よ
る
地
主
制
が
、
漸
く
直
接
経
営
に
対
し
て
優
位
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
。
極
端
な
大
土
地
所
有
者

の
土
地
貸
し
出
し
や
、
新
規
開
墾
に
伴
う
地
主
制
に
加
え
て
、
生
産
力
的
基
礎
を
持
っ
た
地
主
佃
戸
制
の
条
件
が
成
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
。
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こ
の
傾
向
は
、
旧
来
の
作
付
方
式
に
お
い
て
も
最
も
小
規
模
化
の
条
件
に
富
み
、
し
か
も
商
業
的
農
業
が
華
北
で
は
最
も
広
く
展
開
し
て
い

た
山
東
・
河
南
な
ど
を
中
心
に
生
れ
た
。
し
か
し
地
主
制
へ
の
転
化
は
一
挙
に
は
実
現
し
な
い
。
そ
れ
は
種
々
の
過
渡
的
形
態
を
伴
い
な
が
ら

進
行
す
る
。
　
『
西
石
梁
農
圃
便
覧
』
に
み
ら
れ
た
牽
戸
の
極
め
て
過
渡
的
な
性
格
は
こ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
同
地
域
に
は
、
労
働
過
程
か
ら
分

離
し
た
地
主
対
小
作
人
と
い
う
整
っ
た
地
主
制
と
直
接
経
営
の
間
に
位
置
す
る
様
々
な
過
渡
的
経
営
体
が
、
多
数
検
出
さ
れ
て
い
る
。
黎
戸
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺

そ
の
一
つ
な
ら
、
租
地
的
に
対
す
る
泣
鞭
的
・
大
転
地
的
、
代
地
に
対
す
る
荘
家
、
陪
牛
に
対
す
る
把
鋤
、
著
名
な
二
八
鋤
地
等
々
…
…
。
長

江
流
域
で
は
既
に
体
制
的
に
は
克
服
さ
れ
た
粗
野
な
形
態
の
地
主
制
1
1
分
租
制
が
、
か
の
二
年
三
作
地
帯
に
顕
著
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
か
に
し
た
バ
ヅ
ク
の
調
査
は
、
こ
の
こ
と
を
総
括
的
に
示
し
て
い
る
。
華
北
地
主
鰯
は
形
成
過
程
に
あ
っ
た
。

清代華北の農業経営と社会構造（足立）

①
　
但
し
問
書
の
富
農
と
地
主
の
区
分
は
、
富
農
の
本
来
の
定
義
に
も
と
づ
い
て
い

　
な
い
。
　
「
出
糧
食
地
類
○
畝
以
上
」
の
地
主
を
除
け
ば
、
同
項
の
「
地
主
」
は
全

　
て
経
営
地
主
に
属
し
、
五
〇
畝
以
上
貸
し
出
し
て
い
る
土
地
所
有
者
も
、
厳
密
に

　
言
え
ば
多
く
は
経
営
地
主
に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
続
く
「
光
緒
期
山
東

　
四
六
県
＝
一
二
家
経
営
地
主
経
済
風
貌
一
覧
表
」
の
う
ち
の
か
な
り
の
経
営
地
主

　
が
、
限
界
経
営
規
模
以
上
の
土
地
を
貸
し
出
し
て
お
り
、
そ
れ
は
多
く
は
五
〇
畝

　
を
越
え
る
。

②
　
謬
錯
謀
『
訓
俗
遣
規
臨
遺
贈
　
史
揺
臣
願
体
集

　
　
又
如
北
方
有
田
者
。
縦
使
窩
饒
。
青
蛙
自
種
。
必
須
労
力
二
心
。
南
方
之
人
。

　
田
与
佃
種
。
坐
享
其
成
。

　
　
孫
嘉
金
『
孫
文
定
公
書
疏
』
巻
八
　
鰯
免
事
宜
疏

　
　
江
南
業
主
。
自
派
租
額
。
其
農
具
醤
種
。
皆
佃
戸
自
備
。
而
業
主
為
書
其
租
。

　
直
隷
則
耕
牛
糟
粒
。
多
取
給
於
業
主
。
秋
成
之
後
。
視
其
所
収
。
而
均
分
之
。
与

　
佃
戸
同
其
苦
楽
。

③
乾
隆
『
汲
県
志
』
巻
六

　
　
邑
士
人
。
多
専
習
制
芸
。
四
郷
則
有
士
而
兼
農
者
。

④
天
啓
『
同
番
志
聖
駕
二

⑤
　
春
田
隆
償
「
映
西
同
州
の
馬
瀬
－
明
清
時
代
に
お
け
る
一
郷
紳
の
系
譜
1
」

　
『
東
洋
史
研
究
』
三
三
－
三
　
一
九
七
四
年
。

⑥
『
中
国
農
業
史
資
料
隔
一
一
〇
頁
以
下
、
及
び
『
山
東
経
営
地
主
底
裁
会
性

　
質
』
＝
入
訳
以
下
な
ど
に
よ
り
、
当
時
の
賃
金
水
準
が
窺
わ
れ
る
。

⑦
例
え
ば
満
鉄
資
料
課
天
津
審
務
所
『
第
二
次
翼
東
農
村
実
態
調
査
報
告
書
賑

　
（
一
九
三
七
年
）
の
平
谷
県
の
事
例
な
ど
。

⑧
　
山
根
幸
央
「
明
代
華
北
に
お
け
る
役
法
の
特
質
」
　
『
清
水
博
士
追
悼
記
念
明
代

　
中
訟
幽
翠
』
　
一
九
六
二
な
＋
、
　
二
三
二
百
ハ
な
ど
。

⑨
前
掲
渡
辺
論
文
。

⑩
『
山
東
経
営
地
主
底
社
会
性
質
』
一
〇
六
頁
以
下
の
衷
を
所
有
規
模
別
に
分
類

　
す
る
と
、
経
営
規
模
は
土
地
所
有
が
増
加
し
て
も
四
〇
〇
畝
台
で
、
ほ
ぼ
頭
打
ち

　
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑬
例
え
ば
『
北
支
那
の
農
業
と
経
済
隔
第
三
部
第
憲
母
の
分
析
参
照
。

⑫
『
皇
覇
経
世
文
編
』
巻
三
六
農
政
上

⑬
『
増
訂
教
稼
書
』
巻
下
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済
南
種
爆
三
略
。
有
豊
田
之
意
。
有
東
郷
織
霜
署
員
。
忽
以
種
煩
地
。
種
蜀

　
黍
。
其
説
謂
。
高
畝
畑
地
。
種
姻
三
千
株
。
亜
種
蜀
黍
露
里
之
。
不
令
下
多
。
以

　
中
数
計
之
。
畝
得
取
立
五
百
斤
。
斤
得
銭
十
五
文
。
蜀
黍
毎
株
三
穂
。
其
収
三
倍

　
常
田
。
答
之
得
銭
九
千
文
。
而
藁
桔
在
外
。
又
姻
有
蒋
不
能
速
讐
。
高
梁
則
無
不

　
讐
之
晴
。
其
工
費
。
姻
居
六
之
四
。
蜀
黍
居
酒
之
一
。
言
種
醒
之
煩
労
。
又
数
倍

　
於
蜀
黍
云
。

⑭
『
玉
堂
蛍
石
』
巻
下

　
　
姻
瀬
古
不
経
見
。
遼
左
有
事
。
調
用
広
兵
。
乃
漸
有
之
。
自
天
啓
年
中
始
也
。

　
二
十
年
来
。
北
土
亦
多
種
之
。
一
三
之
収
。
誠
心
墾
田
十
畝
。
乃
至
無
人
不
用
。

⑯
『
斉
厩
四
術
』
燧
二
庚
辰
襟
著
二

　
　
且
種
姻
必
須
厚
糞
。
計
一
畝
濾
蝋
引
嚢
。
可
以
糞
水
田
六
畝
・
白
田
四
畝
。
又

　
姻
秦
除
耕
鋤
之
外
。
摘
頭
・
捉
虫
・
採
葉
・
晒
簾
。
毎
姻
｝
懸
緒
計
之
。
須
人
五

　
十
工
而
後
成
。
其
水
田
種
稲
。
合
計
播
種
・
抜
秋
・
蒔
禾
・
芸
草
・
石
割
・
晒
打
。

　
毎
畝
不
過
八
九
工
。
皐
田
種
棉
花
・
豆
・
粟
・
膏
梁
。
毎
愚
亭
不
熟
十
二
三
工
。

⑯
『
農
政
全
書
』
巻
三
五
蚕
桑
広
頚

⑰
　
『
西
石
盤
農
圃
便
覧
』
三
月

⑯
『
証
俗
文
』
巻
一
姻

　
　
…
：
今
北
方
転
盛
。
一
家
男
婦
。
無
慮
置
土
。
尽
解
喫
姻
。
上
地
脅
腺
。
豆
餅

　
糞
田
。
悉
為
燗
葉
。

⑲
『
知
本
提
綱
』
農
翔
耕
稼
一
条

　
　
産
家
固
常
親
験
。
膚
三
収
者
。
其
法
。
冬
月
預
将
白
地
一
飛
。
上
油
月
一
衝
五

　
六
十
斤
治
熟
。
春
二
月
種
大
藍
。
苗
長
四
五
寸
。
歪
四
月
間
。
套
練
墨
其
空
中
。

　
再
上
影
堂
一
百
五
六
十
斤
。
五
月
挑
去
大
掴
。
二
上
油
淡
一
百
五
六
十
斤
。
六
月

　
勢
虫
小
藍
。
即
種
粟
穀
。
秋
収
之
後
。
黎
三
極
熟
。
不
用
上
輿
。
又
種
小
麦
。
次

　
年
麦
収
。
復
栽
小
堂
。
小
藍
収
。
復
種
粟
穀
。
票
太
山
。
彷
復
事
歴
。
期
待
春
月

　
種
大
悪
。
是
歳
皆
三
二
。
地
力
並
不
衰
乏
。
而
獲
利
甚
多
。
糞
耕
者
可
弗
三
口
是

　
言
乎
。

⑳
こ
の
闘
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
北
支
那
の
農
業
と
経
済
面
第
四
部
第
一
章
参

　
照
。

⑳
ワ
グ
ナ
ー
『
中
国
農
讃
』
邦
駅
一
九
三
～
四
頁
所
引
。

⑫
　
乾
隆
凶
『
汲
三
士
心
』
巻
六

　
　
農
人
自
備
牛
梁
車
輌
。
樹
種
高
田
。
謂
之
代
地
。
二
種
者
少
。
亦
有
田
主
出
牛

　
具
。
事
跡
慰
種
者
。
謂
之
荘
家
。

⑳
　
万
麿
『
景
異
志
』
巻
一
。
賃
作
人
等
を
用
い
た
経
営
の
優
位
性
、
経
営
規
模
等

　
を
示
す
部
分
も
含
め
て
引
凝
す
る
。

　
　
景
土
広
闊
。
原
陽
高
下
。
均
宜
播
種
。
故
富
厚
之
族
。
癖
地
多
感
降
隔
。
毎
時

　
蘭
後
。
庄
頭
賃
作
人
。
一
直
半
百
。
競
力
先
種
。
収
視
貧
戸
籍
倍
。
瀬
田
者
為
庄

　
家
。
招
旬
者
為
客
戸
。
客
戸
具
牛
四
頭
。
謂
之
陪
牛
。
目
無
若
気
黍
之
類
。
出
之

　
庄
家
。
秋
糧
若
豆
簑
之
頚
。
主
客
各
出
一
半
。
収
則
均
分
。
無
牛
舎
。
惟
管
庄
田

　
耕
種
。
謂
之
抱
鋤
。
子
粒
均
分
。
稗
草
□
口
収
之
。
力
大
者
。
耕
至
二
三
頃
。
｝

　
頃
以
下
者
為
小
。

⑭
冒
9
い
。
。
・
ω
凶
品
切
目
ぎ
9
悔
言
S
ミ
軸
§
§
§
9
円
い
3
ミ
㍉
塗
お
ω
『
も
』
b
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
唐
宋
変
革
以
後
の
華
北
農
法
の
発
展
は
、
畜
力
牽
引
大
型
化
に
よ
る
深
耕
精
作
と
、
家
畜
飼
育
や
飼
料
栽
培
を
組
み
込
ん
だ
自
給
的
地
力
維

持
方
式
の
改
善
と
を
軸
と
す
る
大
農
法
集
約
化
を
直
話
と
し
た
。
こ
の
生
産
力
を
最
も
安
定
的
に
実
現
し
得
る
の
は
、
長
短
の
雇
傭
労
働
を
多
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数
駆
使
し
大
量
の
家
畜
を
飼
う
大
規
模
経
営
で
あ
っ
た
。
彼
等
こ
そ
華
北
民
農
書
の
主
体
で
あ
り
、
所
謂
郷
紳
の
華
北
に
お
け
る
一
存
在
形
態

で
あ
っ
た
。
彼
等
は
家
父
長
制
的
奴
隷
制
経
営
の
性
格
を
既
に
脱
し
て
は
い
た
が
、
充
分
に
商
業
的
な
経
営
で
も
な
く
、
華
北
に
お
け
る
安
定

的
な
自
営
農
の
一
つ
の
存
在
形
態
で
あ
っ
た
。
清
興
華
北
の
社
会
構
造
は
、
所
有
と
経
営
の
未
分
離
な
か
か
る
大
規
模
経
営
の
対
極
に
、
大
規

模
経
営
が
不
可
欠
の
薗
提
と
す
る
小
規
模
経
営
（
三
主
）
者
が
大
量
に
存
在
す
る
配
置
を
と
る
。
畏
江
下
流
の
地
主
佃
戸
制
を
基
礎
と
し
た
社
会

像
は
、
そ
こ
に
は
必
ず
し
も
適
合
し
な
い
。

　
し
か
し
一
方
で
、
二
年
三
作
の
行
わ
れ
て
来
た
華
北
の
中
心
地
帯
か
ら
、
大
規
模
直
接
経
営
は
解
体
を
始
め
て
い
た
。
そ
れ
は
特
用
農
産
物

を
中
心
と
す
る
商
業
的
農
業
が
、
従
来
と
は
異
質
的
な
格
段
に
集
約
的
な
農
耕
方
式
を
生
み
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
た
。
大
規
模
直

接
経
営
は
次
第
に
解
体
し
、
地
主
佃
戸
綱
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
過
程
は
一
挙
に
は
進
ま
ず
、
様
々
な
過
渡
的
形
態
を
伴
い
な

が
ら
進
行
中
で
あ
っ
た
。
地
主
佃
戸
制
は
小
規
模
経
営
の
安
定
的
自
立
に
よ
っ
て
“
解
体
の
危
機
に
瀕
し
”
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

れ
に
よ
っ
て
こ
そ
安
定
的
な
形
成
を
遂
げ
る
と
雷
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
小
稿
で
は
商
業
的
農
業
の
開
始
の
結
果
を
、
地
主
佃
戸
制
の
面
か
ら
の
み
注
目
し
た
。
し
か
し
、
集
約
的
な
商
業
的

農
業
は
、
雇
傭
労
働
を
用
い
る
従
来
と
は
異
質
な
経
営
形
態
を
も
生
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
華
北
以
外
の
地
域
の
経
営
分
析
と
と
も
に
、
稿
を
改

め
て
論
じ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
照
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ニ
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The　Farm　Management　and　the　Social　Structute

　　　　in　North　China　in　the　C’ing清Dynasty

by

Keiji　Adachi

　　This　article　ana！yses　the　farm　management　in　North　China　in　the

C’ing　DyRasty　as　a　part　of　my　attempt　to　examine　what　stage　the

mode　of　production　of　a　small－scale　operation　had　reached　before　the

influence　of　opening　the　ports　to　foreign　trade　became　serious．

　　The　predominant　management，　which　was　at　that　time　mentioned　iエ1

the　books　about　agricultural　operation，　was　there　relatively　large一＄cale

one．　lt　had　two　technical　features．　One　was　the　deeper　tillage　by

increasing　cattle　for　tructlon．　The　other　was　the　improvement　of　the

method　for　maintaining　the　fertili亡y　of　soi1；it　provided　エnaRure　by

raising　livestoc！〈　and　cultivating　feed．　The　rural　eommunity　consisted

of　a　small　number　of　large－scale　managements　and　small－scale　estates，

from　which　the　former　was　supplied　with　labor．

　　Another　feature　was　that，　in　the　face　of　a　system　of　new　intensive

techniques　brought　about　by　the　beginning　of　the　commercial　agri－

culture，　these　large－scale　managements　started　to　co11apse　first　in　the

areas，　such　as　Shantang山：東and　ff（man河南，　where　three　crops　were

raised　by　two　years．　The　indirect　management　or　sharecroppiRg，　a

rough　form　of　landlordism，　was　just　go2ng　to　spread．
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